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方
が
あ
り
ま
す
。豊
ノ
島
関
は
身
長
１
６
８
ｃ
ｍ

で
活
躍
し
て
い
ま
す
よ
。」

ー
ー    

得
意
な
技
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

霧
嵐「『
押
し
』に
は
自
信
が
あ
り
ま
す
。」

ー
ー    

一
日
の
流
れ
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

霧
嵐
「
朝
は
午
前
６
時
に
起
床
し
ま
す
。午
前
７

時
か
ら
稽
古
で
汗
を
流
し
、
午
前
11
時
頃
に
朝
昼

兼
用
の
食
事
を
し
ま
す
。午
後
４
時
ま
で
休
み
、

掃
除
を
し
て
、
ち
ゃ
ん
こ
当
番
の
と
き
は
ち
ゃ
ん

こ
を
作
り
、
そ
れ
以
外
の
と
き
は
休
憩
ま
た
は
ジ

ム
な
ど
で
汗
を
流
し
て
い
ま
す
。午
後
６
時
に
食

事
を
し
て
、片
づ
け
、そ
の
後
は
自
由
時
間
で
す
。」

ー
ー    

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
に
つ
い
て
も
少
し
お
教
え

て
く
だ
さ
い
。音
楽
が
好
き
と
い
う
こ
と
で
す
が
、

好
き
な
音
楽
は
？
。

霧
嵐「
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
で
はBʼz

、BO
O

W
Y

が

好
き
で
す
。特
に
好
き
と
い
う
曲
は
な
く
、
ラ
ン

ダ
ム
で
色
々
聞
い
て
い
ま
す
。」

ー
ー    

稲
敷
市
に
住
ん
で
い
る
友
達
と
は
交
流
が

あ
り
ま
す
か
？

霧
嵐
「
住
み
込
み
な
の
で
今
は
稲
敷
市
に
は
戻
れ

な
い
の
で
す
が
、facebook

で
交
流
し
て
い
ま

す
。」

ー
ー    

好
き
な
女
性
の
タ
イ
プ
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

「
特
に
こ
れ
と
い
っ
た
タ
イ
プ
は
い
な
い
で
す
が
、

黒
髪
の
似
合
う
子
が
好
み
で
す
。」

ー
ー    

で
は
、
最
後
に
今
後
の
抱
負
と
稲
敷
市
民

へ
一
言
お
願
い
し
ま
す
。

霧
嵐
「
ま
ず
は
幕
下
に
定
着
し
、
十
両
を
目
指
し

ま
す
。こ
れ
か
ら
も
精
進
し
て
、
稲
敷
市
の
み
な

さ
ん
の
期
待
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す

の
で
応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。」

時
間
も
と
て
も
長
く
感
じ
ま
し
た
。今
は
稽
古
で

辛
い
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
怪
我
で
不
調
に
な

る
こ
と
が
辛
い
で
す
ね
。」

ー
ー    

今
場
所
も
怪
我
を
押
し
て
の
出
場
で
し
た
。

具
合
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
？

霧
嵐
「
膝
を
痛
め
て
し
ま
い
、
テ
ー
ピ
ン
グ
を
し

て
い
る
の
で
す
が
、ま
だ
調
子
は
悪
い
で
す
。」

ー
ー    （
力
士
は
）
膝
を
痛
め
や
す
い
方
が
多
い
と

聞
き
ま
す
が
、霧
嵐
さ
ん
も
？

霧
嵐
「
も
と
も
と
膝
は
弱
く
、
入
門
時
か
ら
の
悩

み
で
す
。17
、18
、19
歳
と
連
続
で
膝
を
怪
我
し
て

し
ま
い
ま
し
た
。ひ
ど
か
っ
た
の
が
19
歳
の
時
の

右
膝
前
十
字
靭
帯
断
裂
で
、
治
る
の
に
時
間
が
か

か
る
た
め
、
手
術
は
し
な
い
で
、
保
存
療
法
に
し

ま
し
た
。左
膝
は
生
ま
れ
つ
き
皿
が
浅
く
て
ず
れ

や
す
い
の
で
、
稽
古
で
も
本
場
所
で
も
悩
み
の
種

で
す
。」

ー
ー    「
霧
嵐
」
と
い
う
四
股
名
の
由
来
を
教
え
て

く
だ
さ
い
。

霧
嵐「
怪
我
が
続
い
た
と
き
に
、『
四
股
名
を
変
え

て
み
た
ら
ど
う
だ
？
』
と
師
匠
か
ら
言
わ
れ
ま
し

た
。師
匠
か
ら
候
補
を
出
し
て
い
た
だ
い
て
、
そ

の
中
か
ら
直
感
で
選
び
ま
し
た
。」

ー
ー    

目
標
と
し
て
い
る
力
士
は
い
ま
す
か
？

霧
嵐
「
目
標
で
す
か
…
。参
考
に
し
て
い
る
力
士

は
い
ま
す
。幕
下
で
は
鳰
の
湖
（
に
お
の
う
み
）、

幕
内
で
は
豪
風
関
（
た
け
か
ぜ
）。自
分
と
同
じ
小

兵
力
士
な
の
で
戦
い
方
を
参
考
に
し
て
い
ま
す
。

相
手
の
懐
に
入
る
の
が
上
手
い
で
す
。」

ー
ー    

小
柄
な
の
を
ハ
ン
デ
に
感
じ
ま
す
か
？

霧
嵐
「
身
長
は
あ
っ
た
ほ
う
が
い
い
と
は
思
い
ま

す
が
、
ハ
ン
デ
と
は
思
い
ま
せ
ん
。小
兵
の
戦
い

き
か
ら
？

霧
嵐
「
中
学
３
年
の
夏
に
、
岐
阜
の
合
宿
へ
呼
ば

れ
た
こ
と
が
相
撲
を
始
め
る
決
め
手
と
な
り
ま
し

た
。も
と
も
と
一
人
立
ち
し
た
い
気
持
ち
が
あ
り

『
勝
つ
も
負
け
る
も
自
分
の
力
で
決
ま
る
』、
ご
ま

か
し
が
き
か
な
い
世
界
で
あ
る
こ
と
を
合
宿
中
に

肌
で
感
じ
て
入
門
を
決
め
ま
し
た
。中
学
３
年
の

３
学
期
か
ら
、
校
長
先
生
の
許
可
を
も
ら
っ
て
陸

奥
部
屋
に
通
い
始
め
、
本
格
的
に
相
撲
を
始
め
た

の
も
こ
の
時
か
ら
で
す
。両
親
か
ら
も
入
門
を
勧

め
ら
れ
ま
し
た
。」

ー
ー    

相
撲
を
し
て
い
て
辛
い
こ
と
も
あ
っ
た
の

で
は
？

霧
嵐
「
入
門
後
し
ば
ら
く
は
『
ぶ
つ
か
り
』（
稽
古

の
最
後
に
行
う「
押
し
」を
主
体
と
し
た
鍛
練
）が

辛
か
っ
た
で
す
。ほ
か
の
練
習
で
疲
れ
て
い
る
と

こ
ろ
を
兄
弟
子
た
ち
に
投
げ
ら
れ
ま
す
か
ら
ね
。

稲
敷
市
出
身
の
大
相
撲
力
士
の
霧
嵐
、
24
歳
。大

相
撲
夏
場
所
千
秋
楽
で
三
段
目
優
勝
を
果
た
し
ま

し
た
。

ー
ー   

三
段
目
、優
勝
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

霧
嵐
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。場
所
前
は
三

段
目
の
下
の
方
の
順
位
だ
っ
た
の
で
、
目
の
前
の

一
番
一
番
を
大
切
に
し
、
４
勝
す
る
こ
と
を
目
標

と
し
て
い
ま
し
た
。気
が
付
い
た
ら
優
勝
目
前
、

と
い
う
感
じ
で
…
。膝
の
調
子
が
良
く
な
か
っ
た

の
で
、
正
直
な
と
こ
ろ
、
全
勝
出
来
る
と
は
思
っ

て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。」

ー
ー   

相
撲
を
始
め
た
き
っ
か
け
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

霧
嵐「
両
親
が
師
匠（
元
霧
島
関
）と
知
り
合
い
で
、

小
学
生
の
こ
ろ
か
ら
た
び
た
び
部
屋
の
見
学
を
し

て
い
て
、
興
味
は
あ
り
ま
し
た
が
、
小
学
生
の
と

き
は
本
格
的
な
経
験
は
な
か
っ
た
で
す
。」

ー
ー   

で
は
、
本
格
的
に
始
め
た
の
は
中
学
生
の
と

霧
きりあらし

嵐
大相撲力士
1990年に東京で生まれる。幼稚園、小学校、中学校
を稲敷市（旧江戸崎町）で育つ。中学3年生のときに
現在所属の陸奥部屋（東京都墨田区）へ入門。
本名：小島聖　175センチ、140キロ。
得意手は押し。

大相撲三段目優勝　
　　　　　　霧嵐（陸奥部屋）
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8月23日（土）に「2014いなしき夏まつり花火大会」を開催します。
今年は、江戸崎総合運動公園内のサッカー場にマス席、テニスコー
ト内にテーブル席を設置します。
※ さじき席は完売次第終了となりますので、お早めにお買い求めく
ださい。
●いなしき夏まつり実行委員会（東庁舎商工観光課内）　

　tel.029-892-2000（内線 5600）／ fax.0299-78-2274
●稲敷市観光協会ホームページ　http://www.inashiki.com

いなしき夏まつり花火大会のメッセージ花火、プログ
ラム広告、花火賛助金を募集します。盛大な花火大会
になりますよう、多くの方々のご協力をお願いします。
メッセージ花火
花火を打ち上げる時に、会場でメッセージを読みあげ
ます。あなたの願いをこめて夜空に打ち上げてみませ
んか？　（先着10名様、メッセージは20文字以内）

《料金》
6号玉：1万円　　　　　尺玉：5万円
プログラム広告
花火大会プログラムに広告欄を用意しました。

（先着22名様、30,000円から）

花火賛助金
花火大会は、市民の皆さまと企業の賛助金で開催してい
ます。4口以上（1口5,000円）お申し込みの方には、さ
じき席をご用意します。ご協力をお願いします。
申込方法
お申し込みは商工観光課（結佐1545）、または稲敷市
商工会（江戸崎甲548-3）で受け付けています。
申込み期限
7月18日（金）まで。

花火大会のご協力者を募集します

〜さじき席の販売について〜

間近で見る花火に大興奮！！夏の「電気の上手な使い方」
電気を効率よくお使いいただくための
　　　　　　　省エネのポイントをご紹介します

家庭で使用する電気の多くは、エアコン、冷蔵庫、照明などに使われています。ご使用量の多い製品を正しく
知ることが節電、節約につながります。
　無理のない範囲で節電へのご協力をお願いします。

● 電気に関する問合せ先
　　東京電力茨城カスタマーセンター　 ☎ 0120-995-332
　　　　 ※ 月〜土曜日（休祝日を除く）午前9時〜午後5時

ご家庭で

□設定温度の調整を適温に
□フィルターの掃除はこまめに
□ブラインドや緑のカーテンなどで日射しの進入をカット
□風向きは上向きに

□設定温度の再確認を
□扉の開閉は短く、少なく
□できるだけ放熱スペースを

□電球の取り換え時には
　　省エネ性の高いランプに
□調光機能を使う

会社・事業所で

□設定温度の調整を □使用していないエリアは消灯を
□照明の取り換え時には省エネ型を

□電源設定の見直しを

電気ご使用量を知って省エネについて考えてみませんか？

毎月の電気ご使用量と料金をはじめ、みなさまのライ
フスタイルに合った料金メニューや省エネなどのアド
バイスをインターネットで簡単に確認できるサービス

（登録無料）です。

●電気料金がひと目で分かる。

●おトクな料金メニューが選べる。

●光熱費の試算ができ、機器の買い替えに役立つ。

●24時間いつでも引越し手続きがまとめてできる。

え
ど
さ
き
笑
遊
館
で
の
販
売

販
売
期
間（
予
定
）
：
７
月
8
日（
火
）
～
８
月
22
日（
金
）

午
前
10
時
〜
午
後
６
時

※
月
曜
は
休
館
日
と
な
り
ま
す
。

販
売
場
所
：
え
ど
さ
き
笑
遊
館（
江
戸
崎
甲
２
７
１
１
）

料
金
：
マ
ス
席
７
０
０
０
円（
２
ｍ
×
２
ｍ
、定
員
５
名
）　

テ
ー
ブ
ル
席
１
０
０
０
０
円（
２
・
５
ｍ
×
２
ｍ
、イ
ス
6
脚
、長

テ
ー
ブ
ル
２
台
付
き
、定
員
６
名
）

※
駐
車
場
は
別
料
金
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
販
売

受
付
期
間（
予
定
）
：
７
月
8
日（
火
）
～
８
月
22
日（
金
）

料
金
：
マ
ス
席
８
０
０
０
円　
テ
ー
ブ
ル
席
１
１
０
０
０
円

※
駐
車
場
は
別
料
金
。土
、日
の
申
込
の
場
合
は
、月
曜
日
の
受
付

と
な
り
ま
す
。

手
続
方
法
：
①
稲
敷
市
観
光
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
ア
ク
セ
ス
し
、

入
力
フ
ォ
ー
ム
に
必
要
事
項
を
入
力
の
う
え
、
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。（
市
観
光
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ http://w

w
w

.inashiki.
com

）　
②
料
金
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
記
載
し
て
あ
る
口
座
に
お

振
り
込
み
く
だ
さ
い
。（
振
込
手
数
料
は
申
込
者
負
担
）　
③
入
金

確
認
後
に
、さ
じ
き
席
券
を
送
付
し
ま
す
。

さ
じ
き
席
専
用
駐
車
場（
有
料
）

さ
じ
き
席
購
入
者
限
定
の
販
売
で
す
。１
席
に
つ
き
１
台
購
入
で

き
ま
す
。（
普
通
車
１
０
０
０
円
、
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
２
０
０
０
円
、

大
型
バ
ス
３
０
０
０
円
）
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後期高齢者医療制度
− 保険料の確定と保険証の更新 −

保
険
料
が
確
定
し
ま
す

今
年
度
の
後
期
高
齢
者
医
療
の

保
険
料
が
、前
年
の
所
得
確
定
に

よ
り
７
月
に
確
定
し
ま
す
。普
通

徴
収
の
方
は
、７
月
中
に
納
入
通

知
書
が
送
ら
れ
ま
す
の
で
、納
期

ま
で
に
納
め
て
い
た
だ
く
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

普
通
徴
収
の
納
期

特
別
徴
収
（
年
金
天
引
き
）
の
対

象
と
な
ら
な
い
場
合
、7
月
か
ら

翌
年
２
月
ま
で
毎
月
（
８
回
）
に

分
け
て
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※
上
図
の
納
入
通
知
書
が
届
き

ま
す
。

※
10
月
か
ら
特
別
徴
収
に
切
り

替
わ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

普
通
徴
収（
現
金
払
い
）

通
知
時
期
：
７
月
中
旬

様
式
：
単
票（
全
８
期
分
）

納
め
方
：
納
付
書
ご
と
に
納
期

と
金
額
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

取
扱
機
関
に
て
現
金
で
納
め
て

く
だ
さ
い
。

普
通
徴
収（
口
座
振
替
）

通
知
時
期
：
７
月
中
旬

様
式
：
単
票（
全
８
期
分
）

納
め
方
：
納
期（
引
き
落
と
さ
れ

る
日
）と
金
額
を
ご
確
認
く
だ
さ

い
。な
お
、
現
金
払
い
と
同
じ
様

式
で
す
が
、納
付
書
は
入
っ
て
い

ま
せ
ん
。

※
指
定
し
た
口
座
の
残
高
不
足

に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

特
別
徴
収（
年
金
天
引
き
）

通
知
時
期
：
8
月
上
旬

様
式
：
圧
着
式
封
筒

納
め
方
：
手
続
き
は
不
要
で
す
。

保
険
証
・
減
額
認
定
証

が
更
新
さ
れ
ま
す

所
得
に
よ
る
区
分
見
直
し
の
た

め
、
現
在
の「
後
期
高
齢
者
医
療

被
保
険
者
証
」
お
よ
び
「
後
期
高

齢
者
医
療
限
度
額
適
用
・
標
準

負
担
額
減
額
認
定
証（
以
下
、
減

額
認
定
証
）」
の
有
効
期
限
は
７

月
31
日
で
す
。新
し
い
保
険
証
を

送
付
し
ま
す
の
で
、８
月
に
な
っ

た
ら
古
い
保
険
証
は
処
分
し
て

く
だ
さ
い（
市
役
所
各
庁
舎
で
も

回
収
し
ま
す
）。ま
た
、
新
し
い

保
険
証
は
今
ま
で
と
は
異
な
り
、

う
す
い
茶
色
で
す
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

簡
易
書
留
郵
便
で
送
付

保
険
証
は
簡
易
書
留
郵
便
で
個

人
ご
と
に
７
月
20
日
頃
に
送
付

し
ま
す
。受
け
取
り
に
は
受
領
印

か
サ
イ
ン
を
し
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
す
。

減
額
認
定
証
の
申
請

既
に
減
額
認
定
証
の
交
付
を
受

け
て
い
る
方
が
引
き
続
き
該
当

す
る
場
合
は
、申
請
の
省
略
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。被
保

険
者
証
に
同
封
さ
れ
ま
す
の
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、新
た
に
該
当
す
る
方
に

は
申
請
書
を
送
付
し
ま
す
の
で
、

お
近
く
の
庁
舎
で
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。

　
保
険
料
は
被
保
険
者
全
員
に

か
か
り
ま
す
。昨
年
度
分
に
つ
い

て
も
、再
度
納
め
忘
れ
が
な
い
か

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

齢者医療保険料 保険料額決定通知書 兼 納入通知書･領収証書

通知書番号

被保険者番号

納

付

場

所

稲 敷 市 役 所
江 戸 崎 庁 舎
新 利 根 庁 舎
桜 川 庁 舎
東 庁 舎

常 陽 銀 行
筑 波 銀 行
千 葉 銀 行
水 戸 信 用 金 庫
稲 敷 農 業 協 同 組 合
茨 城 県 信 用 組 合
中 央 労 働 金 庫
領収証書裏面の各コンビニエンスストア
ゆうちょ銀行 郵便局（関東各都県及び山梨県）
上記の本・各支店（局）で取り扱います。
※（納期限を過ぎた場合並びにバーコードのない払込票
は、コンビニエンスストアでは納付できません。）

様方

様

稲敷市役所 桜川庁舎 保険課
T E L

お 願 い

納付書がブック式
（綴り）から単票にかわ
りましたので、紛失
二重納付等にご注意く
ださい。
また、納付書は直接
機械で処理しますので
汚したり、折り曲げた
りしないでください。

茨城県 稲敷市 １

見 本

納入通知書

● 稲敷市保険課 後期高齢者医療係（桜川庁舎）
　 ☎ 029-892-2000（内線4600）保険料率が変わります

1年間の保険料
（100円未満切捨て） ＝ 均等割額

39,500円 ＋ 所得割額
（所得 - 33万円）×8.00％

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※ 賦課限度額は57万円です。

● 保険料の計算方法 ●

所得が次の金額以下の世帯 軽減割合
33万円かつ被保険者全員が年金収入80万円以下

（その他各種所得がない場合） 9割軽減

33万円 8.5割軽減

33万円＋（24万5千円× 世帯の被保険者数） 5割軽減

33万円＋（45万円× 世帯の被保険者数） 2割軽減

所得が次の金額以下の世帯 軽減割合
所得から33万円を引いた額が58万円以下の方

（年金収入のみの方は収入額が153万円から211万円以下） 5割軽減

1均等割の軽減
軽減は被保険者と世帯主の所得の合計で判定します。
被保険者ではない世帯主の所得も判定の対象になります。

2所得割の軽減
被保険者個人の所得で判定します。

● 保険料の軽減 ●

3被用者保険の被扶養者だった方の軽減
この制度に加入したとき、サラリーマンなどの健康保険の被扶養者だった方は、所得割は
かからず均等割が9割軽減となります。

見 

本
見 

本

（表） （裏）

後期高齢者医療被保険者証

　 平成26・27年度 平成24・25年度（参考）

保 険 料 均等割額 39,500円 39,500円
所得割率 8.00％ 8.00％

保険料の賦課限度額（上限値） 57万円 55万円

被保険者の方に納めていただく保険料は、２年ごとに保険料率を見直すことになっており、平成26、27
年度の保険料率が変わります。
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非
常
勤
保
育
士
募
集

　
　

桜
川
保
育
所

▽
職
種
：
保
育
士

▽
募
集
人
員
：
若
干
名

▽
勤
務
場
所
：
稲
敷
市
立
桜
川

保
育
所

▽
募
集
資
格
：
保
育
士
・
幼
稚

園
教
諭
免
許
状
を
有
す
る
者

▽
雇
用
期
間
：
平
成
26
年
８
月

１
日
～
平
成
27
年
３
月
31
日

（
雇
用
期
間
を
延
長
す
る
場
合

あ
り
）

▽
勤
務
時
間
：
午
前
８
時
30
分

～
午
後
５
時（
延
長
勤
務
あ
り
）

▽
報
酬
等
：
時
給
１
０
７
０
円

（
ほ
か
交
通
費
支
給
）

※
稲
敷
市
一
般
職
の
職
員
で
非

常
勤
の
も
の
の
報
酬
及
び
費
用

弁
償
に
関
す
る
規
則
に
基
づ
く

▽
申
込
方
法
：
７
月
10
日（
木
）

ま
で
に
桜
川
保
育
所
へ
左
記
の

書
類
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

①
非
常
勤
職
員
等
登
録
申
請
書

②
履
歴
書

③
免
許
資
格
証
明
書（
写
）（
郵

送
可
）

※
①
、
②
は
桜
川
保
育
所
に
あ

り
ま
す
。

▽
選
考
方
法
：
面
接
（
応
募
者

に
は
後
日
連
絡
）

■ 

問
合
せ
先

稲
敷
市
桜
川
保
育
所　
☎
０
２

９
︲
８
９
４
︲
２
０
１
３

〒
３
０
０
︲
０
６
３
８　
稲
敷

市
古
渡
２
９
７
番
地
１

笹本石材（株）創業１４４周年
お陰様で

東　店
稲敷市西代 1202

木曜定休日

営業時間：9：00～18：00

tel.0299-78-3301

鹿嶋本店
鹿嶋市宮中 1-10-10

年中無休

営業時間：8：00～18：00

tel.0299-82-1548

佐原店
香取市佐原ホ 335-3

木曜定休日

営業時間：9：00～18：00

tel.0478-55-1401

さらに 100 年先の安心を提供させて頂きます
東店

国道５１号線

至 竜ケ崎

至 

佐
原

至 

潮
来
市

● 調法寺 様

● 
ガソリンスタンド 様国

道
１
２
５
号
線

水郷大橋

お見積り・ご相談無料です。
一度ご来店お待ちしております。

・安心の30年保証
・当社特許製品
・最新の建墓、霊園情報〔　　　　　　　  〕

霊園・墓石・仏壇・石商品全般

創業１４４周年

非
常
勤
幼
稚
園
講
師
募
集

　

稲
敷
市
教
育
委
員
会
教
育
学
務
課

▽
職
種
：
幼
稚
園
講
師

▽
募
集
人
数
：
若
干
名

▽
募
集
資
格
：
幼
稚
園
教
諭
免

許
状
を
有
す
る
者

▽
雇
用
期
間
：
平
成
26
年
９
月

１
日
〜
平
成
27
年
３
月
31
日

（
雇
用
期
間
を
延
長
す
る
場
合

あ
り
）

▽
勤
務
時
間
：
午
前
８
時
30
分

〜
午
後
５
時（
延
長
勤
務
あ
り
）

▽
報
酬
等
：
時
給
１
０
７
０
円

（
ほ
か
交
通
費
支
給
）

※
稲
敷
市
一
般
職
の
職
員
で
非

常
勤
の
も
の
の
報
酬
及
び
費
用

弁
償
に
関
す
る
規
則
に
基
づ
く

▽
申
込
方
法
：
７
月
15
日（
火
）

ま
で
に
教
育
学
務
課
へ
左
記
の

書
類
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

①
非
常
勤
職
員
等
登
録
申
請
書

②
履
歴
書

③
免
許
状（
写
）（
郵
送
可
）

※
①
、
②
は
教
育
学
務
課
に
あ

り
ま
す
。ま
た
、
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。

▽
選
考
方
法
：
面
接
（
応
募
者

に
は
後
日
連
絡
）

■ 

問
合
せ
先

稲
敷
市
教
育
委
員
会
教
育
学
務

課（
新
利
根
庁
舎
）

☎
０
２
９
︲
８
９
２
︲
２
０
０

０（
内
線
３
５
０
２
）

〒
３
０
０
︲
１
４
９
２　
稲
敷

市
柴
崎
７
４
２
７
番
地

道
路
上
に
張
り
出
し
て
い
る

　
樹
木
等
伐
採
の
お
願
い

樹
木
等
が
繁
茂
す
る
季
節
と

な
り
、
道
路
敷
地
内
へ
の
枝

の
張
り
出
し
や
、
倒
木
に
よ

り
通
行
の
支
障
を
来
し
て
い

る
と
の
苦
情
が
多
数
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
張
り
出
し
た
枝
な
ど
に
よ

り
事
故
が
生
じ
た
場
合
に
は
、

土
地
所
有
者
の
責
任
が
問
わ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
土
地
所
有
の
皆
さ
ま
に
は
、

個
人
の
管
理
・
責
任
の
も
と
、

事
故
に
つ
な
が
る
危
険
な
樹

木
の
伐
採
等
適
切
な
処
置
を

と
ら
れ
ま
す
よ
う
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

■ 
問
合
せ
先

茨
城
県
竜
ヶ
崎
工
事
事
務
所

道
路
管
理
課　
☎
０
２
９
７

︲
６
５
︲
１
２
９
７

屋
外
広
告
物
の

　

適
正
な
表
示
の
た
め
に

良
好
な
景
観
の
形
成
や
風
致
の

維
持
、
お
よ
び
公
衆
に
対
す
る

危
害
防
止
の
た
め
に
、
茨
城
県

屋
外
広
告
物
条
例
を
定
め
、
屋

外
広
告
物
に
対
し
て
必
要
な
規

制
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
規
制
の
内
容
に
は
、
①
屋
外

広
告
物
を
表
示
し
て
は
い
け
な

い
地
域（
禁
止
地
域
）、
②
屋
外

広
告
物
を
表
示
し
て
は
い
け
な

い
物
件
（
禁
止
物
件
）
等
が
あ

り
ま
す
。

　
ま
た
、
広
告
主
や
土
地
所
有

者
等
に
対
し
て
は
、
屋
外
広
告

物
の
適
正
な
表
示
や
管
理
等
を

求
め
て
い
ま
す
。

　
条
例
に
違
反
す
る
屋
外
広
告

物
を
表
示
す
る
と
、罰
金
刑（
最

高
１
０
０
万
円
）
に
処
さ
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
条
例
の
規
定
を
遵
守
し
、
美

し
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
ま

し
ょ
う
。

●
屋
外
広
告
物
を
表
示
し
て
は

い
け
な
い
地
域（
禁
止
地
域
）

・
第
一
種
低
層
住
居
専
用
地
域
、

第
二
種
中
高
層
住
居
専
用
地
域

な
ど
の
用
途
地
域

・
高
速
道
路
か
ら
５
０
０
ｍ
以

内
、国
道
、県
道
、市
道
な
ど
の

道
路
か
ら
一
定
の
区
域
（
5
～

50
ｍ
以
内
）

※
路
線
に
よ
り
、
敷
地
境
界
か

ら
50
ｍ
以
内
・
5
ｍ
以
内
に
分

か
れ
て
い
ま
す
。

・
信
号
機
ま
た
は
道
路
標
識
か

ら
半
径
10
ｍ
以
内
の
区
域
な
ど

●
屋
外
広
告
物
を
表
示
し
て
は

い
け
な
い
物
件（
禁
止
物
件
）

　
次
に
掲
げ
る
物
件
に
は
、
原

則
と
し
て
屋
外
広
告
物
を
表
示

す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

・
電
柱
、
街
灯
柱（
は
り
紙
、
は

り
札
、
立
看
板
な
ど
の
表
示
を

禁
止
）

・
街
路
樹
、信
号
機
、道
路
標
識
、

ガ
ー
ド
レ
ー
ル
、
歩
道
橋
、
カ

ー
ブ
ミ
ラ
ー
な
ど

　
ま
ち
の
良
好
な
景
観
の
た
め

に
、
屋
外
広
告
物
を
表
示
す
る

と
き
は
許
可
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

許
可
手
続
き
や
許
可
基
準
な
ど

の
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

　
ま
た
、
屋
外
広
告
物
は
種
類
ご

と
に
許
可
期
間
（
最
長
3
年
）
が

定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。許
可
期
間

の
満
了
後
も
引
き
続
き
表
示
す
る

た
め
に
は
、
更
新
許
可
の
手
続
き

が
必
要
で
す
。

　
許
可
期
間
が
切
れ
た
屋
外
広
告

物
は
、
違
反
広
告
物
と
し
て
除
却

命
令
の
対
象
と
な
り
ま
す
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

■ 

問
合
せ
先

稲
敷
市
都
市
計
画
課
（
東
庁
舎
）

　
☎
０
２
９
︲
８
９
２
︲
２
０
０

０（
内
線
５
７
０
３
）

稲
敷
市
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

　

デ
ザ
イ
ン
を
募
集
し
ま
す

稲
敷
市
に
も
、
つ
い
に
マ
ス
コ

ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
誕
生
し

ま
す
！

　
し
か
し
、
デ
ザ
イ
ン
も
名
前

も
ま
だ
決
ま
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　
そ
こ
で
、
デ
ザ
イ
ン
募
集
を

７
月
よ
り
開
始
い
た
し
ま
す
。

詳
細
に
つ
い
て
は
決
定
次
第
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
の
で
そ
ち
ら
を
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

　
市
民
の
皆
さ
ま
に
愛
さ
れ
る

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
つ
く
っ
て
い

き
ま
す
。あ
な
た
の
デ
ザ
イ
ン

が
稲
敷
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に
な

る
か
も
⁉

　
皆
さ
ま
の
ご
応
募
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

■ 

問
合
せ
先

稲
敷
市
観
光
協
会
（
稲
敷
市
役

所
商
工
観
光
課
内
）　

☎
０
２

９
︲
８
９
２
︲
２
０
０
０

メ
ー
ル
：character@

city.
inashiki.ibaraki.jp
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児
童
扶
養
手
当

　

〜
児
童
の
健
や
か
な
成
長
を
願
っ
て
〜

離
婚
な
ど
に
よ
り
父
ま
た
は
母

と
生
計
を
と
も
に
し
て
い
な
い

児
童
を
監
護
し
て
い
る
方
（
受

給
資
格
者
）、
ま
た
は
養
育
し

て
い
る
方
に
対
し
、
児
童
の
健

や
か
な
成
長
を
願
っ
て
支
給
さ

れ
る
手
当
で
す
。

※
資
格
が
あ
っ
て
も
請
求
し
な

い
限
り
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

●
支
給
に
関
し
て

▽
支
給
手
続
：
子
ど
も
家
庭
課

へ
認
定
請
求
書
を
提
出

▽
添
付
書
類
：
戸
籍
謄
本
な
ど

※
添
付
書
類
は
手
当
を
受
け
る

方
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

▽
支
給
対
象
者
：
児
童
（
18
歳

（
年
度
中
）、
ま
た
は
20
歳
未
満

で
政
令
で
定
め
る
程
度
の
障
害

を
持
つ
人
）
を
監
護
す
る
父
ま

た
は
母
、ま
た
は
養
育
者
。

※
老
齢
福
祉
年
金
以
外
の
公
的

年
金
受
給
者
を
除
く
（
所
得
制

限
あ
り
）。

《
手
当
額
》

【
平
成
26
年
度
４
月
分
よ
り
、

平
成
25
年
度
の
手
当
額
よ
り

０
・
３
％
引
き
下
げ
と
な
り
ま

し
た
。】

１
人
目
＝
９
６
８
０
円
～
４
１

０
２
０
円（
所
得
に
よ
り
）

２
人
目
＝
＋
５
０
０
０
円

３
人
目
以
降
＝
＋
３
０
０
０
円

（
一
人
に
つ
き
）　

《
支
払
期
日
》

毎
年
３
回（
４
月
、８
月
、12
月
）

●
現
況
届

現
在
手
当
を
受
け
て
い
る
方
に

は
、
７
月
下
旬
に
現
況
届
を
送

付
し
ま
す
。子
ど
も
家
庭
課
が

指
定
す
る
日
ま
で
に
、
子
ど
も

家
庭
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

支
給
要
件
事
由
に
よ
り
個
別
に

必
要
な
添
付
書
類
が
あ
り
ま
す
。

※
提
出
が
な
い
と
８
月
以
降
の

手
当
が
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。ま
た
、
２

年
間
提
出
が
な
い
と
資
格
を
失

い
ま
す
。

●
そ
の
他

対
象
児
童
が
増
え
た
り
減
っ
た

り
、
支
給
対
象
の
児
童
が
該
当

し
な
く
な
っ
た
場
合
、
住
所
が

退
職（
失
業
）に
よ
る
特
例
免
除
制
度

　

年
金
コ
ー
ナ
ー　

厚
生
年
金
に
加
入
し
て
い
た
方

が
退
職（
失
業
）さ
れ
る
と
、国

民
年
金
の
加
入
手
続
き
を
行
い
、

月
額
１
５
２
５
０
円
（
平
成
26

年
度
の
金
額
）
の
保
険
料
を
納

め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
た
だ
し
、
保
険
料
を
納
め
る

こ
と
が
経
済
的
に
難
し
い
方
に

は
、
失
業
を
理
由
と
し
て
国
民

年
金
保
険
料
の
免
除
申
請
を
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
通
常
、
保
険
料
が
免
除
さ
れ

る
た
め
に
は
、
申
請
者
本
人
・

配
偶
者
・
世
帯
主
の
そ
れ
ぞ
れ

の
方
の
所
得
が
基
準
の
範
囲
内

で
あ
る
こ
と
が
必
要
で
す
が
、

特
例
免
除
で
は
、
審
査
対
象
と

な
る
申
請
者
本
人
の
所
得
を
除

外
し
て
審
査
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
特
例
免
除
制
度
は
、
配

偶
者
・
世
帯
主
が
退
職
さ
れ
た

場
合
に
も
対
象
と
な
り
、
退
職

（
失
業
）
し
た
年
度
お
よ
び
翌

年
度
に
限
り
、
利
用
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

▽
手
続
方
法

住
民
票
の
あ
る
市
区
役
所
・
町

村
役
場
へ
「
国
民
年
金
保
険
料

免
除
申
請
書
」を
提
出
し
ま
す
。

▽
手
続
き
に
必
要
な
も
の

①
年
金
手
帳
ま
た
は
納
付
書
な

ど
基
礎
年
金
番
号
が
わ
か
る
も

の  

②
認
印  

③
失
業
し
て
い
る

こ
と
を
確
認
で
き
る
公
的
機
関

の
証
明
書
の
写
し
（
雇
用
保
険

受
給
資
格
者
証
、離
職
票
な
ど
）

■ 

問
合
せ
先

・
土
浦
年
金
事
務
所　
☎
０
２

９
︲
８
２
４
︲
７
１
２
１

・
稲
敷
市
保
険
課
年
金
係　
☎

０
２
９
︲
８
９
２
︲
２
０
０
０

（
内
線
４
６
１
３
）

変
わ
っ
た
場
合
な
ど
は
、
変
更

な
ど
の
届
出
が
必
要
と
な
り
ま

す
。

■ 

問
合
せ
先

稲
敷
市
子
ど
も
家
庭
課
（
新
利

根
庁
舎
）　

☎
０
２
９
︲
８
９

２
︲
２
０
０
０
（
内
線
３
４
０

２
）

農
業
者
年
金
受
給
権
者
の
皆
様
へ

　
「
現
況
届
」提
出
の
お
願
い

各
庁
舎
総
合
窓
口
課
ま
た
は
農

業
委
員
会
事
務
局
ま
で
至
急
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
提
出
が
な
か
っ
た
場

合
は
11
月
の
支
払
い
か
ら
提
出

さ
れ
る
ま
で
の
間
、
年
金
の
支

払
い
が
差
し
止
め
に
な
り
ま
す

の
で
、
お
忘
れ
に
な
ら
な
い
よ

う
十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■ 

問
合
せ
先

稲
敷
市
農
業
委
員
会
事
務
局

（
東
庁
舎
）
☎
０
２
９
９
︲
７

８
︲
３
３
８
４（
直
通
）

５
月
下
旬
に
農
業
者
年
金
基
金

よ
り
、農
業
者
年
金
を
受
給
し
て

い
る
方
に「
農
業
者
年
金
受
給
権

者
現
況
届
」が
送
付
さ
れ
て
い
ま

す
。（
昨
年
７
月
１
日
前
に
裁
定

請
求
を
さ
れ
た
方
ま
で
）

　
現
況
届
は
、
年
金
受
給
権
者

の
方
が
年
金
を
受
給
す
る
た
め

の
資
格
の
可
否
に
つ
い
て
、
毎

年
１
回
確
認
す
る
も
の
で
す
。

　
ま
だ
提
出
さ
れ
て
い
な
い
方

は
、
現
況
届
用
紙
に
必
要
事
項

を
記
入
の
う
え
（
押
印
不
要
）、

マ
ル
福
の
定
期
更
新
に
つ
い
て

　

ひ
と
り
親
家
庭
・
重
度
心
身
障
害
者
の
方

【
医
療
福
祉
制
度
】

茨
城
県
と
市
で
は
、
小
児
・
学

齢
児
童
生
徒
・
妊
産
婦
・
ひ
と

り
親
家
庭
の
親
子
・
重
度
心
身

障
害
者
の
方
が
必
要
と
す
る
医

療
を
容
易
に
受
け
ら
れ
る
よ
う
、

健
康
保
険
で
医
療
機
関
に
か
か

っ
た
自
己
負
担
分
の
費
用
を
公

費
負
担
し
ま
す
。

　
な
お
、
入
院
時
の
食
事
代
や

保
険
で
扱
わ
れ
な
い
費
用
に
つ

い
て
は
、対
象
外
と
な
り
ま
す
。

●
定
期
更
新
に
つ
い
て

　
ひ
と
り
親
家
庭
の
親
子
・
重

度
心
身
障
害
者
の
受
給
者
の
方

は
、
６
月
30
日
を
も
っ
て
有
効

期
限
が
満
了
い
た
し
ま
す
。

　
引
き
続
き
受
給
資
格
の
あ
る

方
に
は
、
新
し
い
受
給
者
証
を

郵
送
し
ま
す
の
で
、
お
手
元
に

届
き
ま
し
た
ら
、
健
康
保
険
証

と
マ
ル
福
受
給
者
証
の
記
号
・

番
号
お
よ
び
保
険
者
番
号
に
違

い
が
な
い
か
よ
く
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。

健
康
保
険
証
が
変
っ
た
場
合
は
、

受
給
者
証
と
新
し
い
保
険
証
、

印
鑑
を
お
持
ち
に
な
っ
て
、
お

近
く
の
総
合
窓
口
課
ま
た
は
保

険
課
（
医
療
福
祉
係
）
で
変
更

の
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

■ 

問
合
せ
先

稲
敷
市
保
険
課
医
療
福
祉
係

（
桜
川
庁
舎
）
☎
０
２
９
︲
８

９
２
︲
２
０
０
０
（
内
線
４
６

０
６
・
４
６
１
１
）

圏
央
道
江
戸
崎
P
A

　

７
月
11
日
オ
ー
プ
ン

首
都
圏
中
央
連
絡
自
動
車
道

（
圏
央
道
）
稲
敷
Ｉ
Ｃ
と
阿
見

東
Ｉ
Ｃ
間
に
整
備
が
進
め
ら
れ

て
い
た
江
戸
崎
パ
ー
キ
ン
グ
エ

リ
ア
が
、
７
月
11
日
午
後
３
時

に
供
用
開
始
さ
れ
ま
す
。

　
市
で
は
地
域
の
活
性
化
、
観

光
・
産
業
な
ど
の
振
興
に
向
け

た
P
R
イ
ベ
ン
ト
を
今
後
開

催
す
る
予
定
で
す
。

■ 

問
合
せ
先

稲
敷
市
秘
書
広
聴
課
政
策
審
議

室
（
江
戸
崎
庁
舎
）
☎
０
２
９

︲
８
９
２
︲
２
０
０
０
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突
然
現
れ
る
パ
ソ
コ
ン
の
警
告
表
示
に
ご
注
意

　

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

パ
ソ
コ
ン
画
面
に
突
然
現
れ
た
、

「
危
険
」「
脅
威
」
な
ど
の
警
告
表

示
は
、
本
当
に
そ
の
パ
ソ
コ
ン
の

状
況
を
知
ら
せ
る
も
の
と
は
限
ら

ず
、
消
費
者
の
不
安
を
あ
お
り
ソ

フ
ト
の
購
入
手
続
き
に
誘
導
す
る

「
広
告
」の
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

　
信
頼
で
き
る
表
示
か
ど
う
か
わ

か
ら
な
い
場
合
に
は
、
ク
リ
ッ
ク

し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
広
告
な
ど
の
警
告
表
示

が
出
る
原
因
の
一
つ
と
し
て
、
パ

ソ
コ
ン
の
Ｏ
Ｓ
（
基
本
ソ
フ
ト
）

や
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
最
新
の

状
態
で
な
い
場
合
に
、
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
を
閲
覧
し
た
際
な
ど
に
、
意

図
せ
ず
警
告
を
表
示
さ
せ
る
プ
ロ

グ
ラ
ム
な
ど
が
埋
め
込
ま
れ
る
こ

と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
パ
ソ
コ
ン
の
Ｏ
Ｓ
（
基
本
ソ
フ

ト
）
や
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
、

常
に
最
新
の
状
態
に
保
ち
ま
し
ょ

う
。

　
不
安
な
時
、
困
っ
た
時
は
消
費

生
活
セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談
下
さ
い
。

■
相
談
日
時

月
・
水
・
木
・
金
曜
日（
祝
日
を
除

く
）
午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時

30
分

※
相
談
員
が
不
在
の
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
、
ご
来
所
の
際
は
あ
ら

か
じ
め
お
電
話
で
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

■ 

問
合
せ
先

●
稲
敷
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（
東
庁
舎
内
）　
☎
０
２
９
９
︲
７

８
︲
３
１
１
５

●
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン　
☎
０

５
７
０
︲
０
６
４
︲
３
７
０

回 日  時 内  容 講  師 会  場 申込締切

1
8月24日（日）
午後1時30分
　〜3時30分

県女性プラザ主催講演会
「幸福な男女共同参画を探る」

武田　邦彦氏
（中部大学教授）

常総市地域交流セン
ター（公用バス使用） 7月31日（木）

2
10月5日（日）
午後1時30分
　〜3時30分

老けない体をつくろう

水野　金太郎氏
（シルバーリハビリ

体操士会）
大野　美津江氏
（介護福祉士）

ふれあいセンター 9月17日（水）

3
10月26日（日）

午後1時
　〜3時

県女性プラザ主催講演会
「私のチャレンジ〜女性の

力を社会に〜」

白井　文氏
（前尼崎市長・グン
ゼ（株）社外取締役）

行方市レイクエコー
茨城県女性プラザ　
（公用バス使用）

9月30日（火）

４
11月21日（金）
午 前 10 時 30 分

〜正午

県女性プラザ主催講演会
「食のとっても大切なお話
　〜家族の力と心を育む

おいしい食生活〜」

根本　悦子氏
（クッキングスクー

ルネモト　主宰）
行方市レイクエコー
茨城県女性プラザ
（公用バス使用）

10月23日（木）

女ひ
と
と
男ひ
と
の
ハ
ー
モ
ニ
ー

　

〜
男
女
共
同
参
画
社
会
を
目
指
し
て
〜　

男
女
共
同
参
画
と
は
、
女
性
に
と

っ
て
も
男
性
に
と
っ
て
も
幸
せ
な

社
会
を
つ
く
っ
て
い
く
こ
と
で
す
。

　
市
で
は
、
家
庭
や
職
場
、
地
域

の
誰
も
が
「
自
分
ら
し
く
」
い
き

い
き
と
暮
ら
せ
る
社
会
を
目
指
し

て
、「
男
女
共
同
参
画
講
座
」の
受

講
生
を
募
集
し
ま
す
。

　
講
座
は
全
４
回
の
開
催
で
、
い

ろ
い
ろ
な
角
度
か
ら
男
女
共
同
参

画
に
つ
い
て
考
え
て
い
き
ま
す
。

　
男
女
を
問
わ
ず
、
市
民
の
皆
さ

ま
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

▽
募
集
人
員
：
各
講
座
20
人

▽
受
講
料
：
無
料

▽
申
込
方
法
：
左
記
あ
て
に
電
話

ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
お
申
し
込
み

下
さ
い
。

■ 
申
込
み
・
問
合
せ
先

稲
敷
市
秘
書
広
聴
課
男
女
共
同
参

画
推
進
係
（
江
戸
崎
庁
舎
）　

☎

０
２
９
︲
８
９
２
︲
２
０
０
０

（
内
線
２
４
０
６
）

メ
ー
ル
：hisyokouchou@

city.inashiki.lg.jp

トピックストピックス

春
の
叙
勲

　

稲
敷
市
か
ら
受
章　

平
成
26
年
の
春
の
叙
勲
と
褒
章
の

受
章
者
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。稲

敷
市
か
ら
受
章
さ
れ
た
方
を
紹
介

し
ま
す
。

昭
和
44
年
か
ら
約
42
年
間
、
新
日

鐵
住
金
株
式
会
社
に
在
職
さ
れ
、

卓
越
し
た
保
全
技
能
に
よ
り
発
電

設
備
の
検
査
方
法
の
改
善
と
自
社

実
施
体
制
の
強
化
に
尽
力
さ
れ
ま

し
た
。

　
ま
た
、
人
を
大
切
に
す
る
次
世

代
育
成
や
社
外
注
先
施
工
管
理
・

検
査
安
全
指
導
に
も
精
励
し
、
地

域
社
会
発
展
に
貢
献
し
て
い
る
こ

と
が
認
め
ら
れ
て
、
こ
の
度
の
受

章
と
な
り
ま
し
た
。

小
規
模
水
道
等
の
窓
口
に
つ
い
て

　

変
更
の
お
知
ら
せ　

県
条
例
の
一
部
改
正
お
よ
び
市
条

例
の
制
定
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
茨

城
県
竜
ヶ
崎
保
健
所
で
取
り
扱
っ

て
き
た
小
規
模
水
道
に
関
す
る
各

種
手
続
き
と
、
飲
用
井
戸
に
関
す

る
相
談
は
、
平
成
26
年
４
月
１
日

か
ら
市
（
生
活
環
境
課
）
が
担
当

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

■ 

問
合
せ
先

稲
敷
市
生
活
環
境
課（
桜
川
庁
舎
）

　
☎
０
２
９
︲
８
９
２
︲
２
０
０

０（
内
線
４
４
０
０
）

夏
休
み
企
画
展「
怒
涛
の
迫
力
！
相
撲
錦
絵
の
世
界
」

　
　

歴
史
民
俗
資
料
館　

今
回
の
企
画
展
で
は
、
江
戸
時
代

か
ら
平
成
に
か
け
て
作
成
さ
れ
た

相
撲
絵
を
一
堂
に
展
示
い
た
し
ま

す
。

　
稲
敷
市
阿
波
崎
出
身
の
第
七
代

横
綱
・
稲
妻
雷
五
郎
を
始
め
と
し

た
茨
城
県
出
身
の
名
力
士
た
ち
や
、

な
じ
み
あ
る
現
代
の
力
士
た
ち
が

描
か
れ
た
錦
絵
、
ウ
サ
ギ
が
相
撲

を
取
る
ち
ょ
っ
と
変
わ
っ
た
錦
絵

な
ど
な
ど
、
色
鮮
や
か
で
迫
力
あ

る
相
撲
錦
絵
の
数
々
を
ぜ
ひ
ご
覧

く
だ
さ
い
。

【
期
間
】

７
月
23
日（
水
）〜
９
月
７
日（
日
）

【
休
館
日
】

月
曜
日
・
７
月
31
日
・
８
月
29
日

▽
入
場
料
：
無
料

※
来
場
者
に
は
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
あ

り
ま
す
。

■ 

問
合
せ
先

稲
敷
市
立
歴
史
民
俗
資
料
館　
☎

０
２
９
９
︲
７
９
︲
３
２
１
１

黄
綬
褒
章

　

鳥と

羽ば 

秀ひ
で
と
し俊 

氏（
橋
向
）
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市
職
員
募
集

　

平
成
27
年
４
月
１
日
採
用

●
採
用
予
定
人
員

一
般
事
務
＝
若
干
名
、
幼
稚
園
教

諭
・
保
育
士
＝
若
干
名
、
保
健
師

＝
若
干
名

●
採
用
試
験

○
第
１
次
試
験

▽
日
程
：
９
月
21
日
（
日
）　

▽

場
所
：
あ
ず
ま
生
涯
学
習
セ
ン
タ

ー　
▽
内
容
：
試
験
区
分
Ａ
・
Ｂ

＝
教
養
試
験
、
試
験
区
分
Ｃ
・
Ｄ

＝
専
門
試
験

○
第
２
次
試
験

▽
場
所
：
稲
敷
市
役
所　

▽
内

容
：
論
文
・
作
文
試
験
、
性
格
診

断
検
査
、事
務
適
性
検
査（
一
般
事

務
の
み
）、集
団
討
論
、個
別
面
接

※
日
程
は
第
１
次
試
験
合
格
者
に

通
知

○
申
込
書
の
配
布

６
月
30
日
（
月
）
よ
り
総
務
課
で

配
布
。

　
申
込
書
を
郵
送
希
望
の
場
合
は
、

封
筒
に
「【
職
種
】【
試
験
区
分
】
採

用
試
験
申
込
書
請
求
」
と
朱
書
し
、

返
信
用
封
筒
（
角
型
２
号
／
宛
先

明
記
／
１
２
０
円
分
の
切
手
添
付
）

と
連
絡
先
と
な
る
電
話
番
号
を
記

入
し
た
用
紙（
様
式
は
任
意
）を
同

封
し
、総
務
課
へ
ご
請
求
く
だ
さ
い
。

○
申
込
方
法

顔
写
真
を
添
付
し
た
申
込
書
を
総

務
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
受
付
期
間
：
７
月
14
日
（
月
）

～
８
月
８
日（
金
）（
土
日
、
祝
日

を
除
く
）　

午
前
９
時
～
午
後
５

全
国
消
費
実
態
調
査
に
ご
協
力
を

　

新
利
根
、東
地
区
の
一
部　

気
を
つ
け
よ
う
・
防
ご
う
、水
の
事
故

　

稲
敷
警
察
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

総
務
省
統
計
局
で
は
、
７
月
〜

12
月
に
新
利
根
地
区
、
東
地
区

の
一
部
地
区
で
「
全
国
消
費
実

態
調
査
」を
行
い
ま
す
。

こ
の
調
査
は
、
家
計
の
実
態
を

調
べ
、
福
祉
や
社
会
保
障
政
策

の
検
討
な
ど
の
基
礎
資
料
と
す

る
も
の
で
、
５
年
に
一
度
行
わ

れ
ま
す
。

　
国
で
抽
出
し
た
地
域
の
各
世

帯
に
調
査
員
が
伺
い
ま
す
の
で
、

調
査
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

楽
し
い
夏
休
み
も
も
う
す
ぐ
で

す
。日
頃
か
ら
慣
れ
親
し
ん
で

い
る
川
や
池
で
あ
っ
て
も
、
増

水
や
青
草
が
生
い
茂
る
な
ど
、

環
境
が
変
化
す
れ
ば
水
の
事
故

の
危
険
性
も
増
し
ま
す
。

　
皆
さ
ん
の
身
近
な
場
所
に
も

危
険
が
い
っ
ぱ
い
あ
り
ま
す
。

時　

郵
送
は
８
月
８
日
（
金
）

午
後
５
時
必
着

■ 

問
合
せ
先

稲
敷
市
総
務
課（
江
戸
崎
庁
舎
）

☎
０
２
９
︲
８
９
２
︲
２
０
０

０（
内
線
２
２
０
６
）

〒
３
０
０
︲
０
５
９
５　
稲
敷

市
江
戸
崎
甲
３
２
７
７
番
地
１

す
。

　
な
お
、調
査
票
に
記
入
い
た
だ

い
た
内
容
は
、統
計
法
に
基
づ
き

秘
密
が
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、安

心
し
て
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

▽
調
査
地
域
：
新
利
根
新
宿
・

九
軒
の
一
部
、役
前
・
中
新
田
・

石
納
の
一
部

■ 

問
合
せ
先

稲
敷
市
企
画
課
統
計
係（
桜
川
庁

舎
）　
☎
０
２
９
︲
８
９
２
︲
２

０
０
０（
内
線
４
３
０
０
）

　
地
域
の
皆
さ
ん
の
温
か
い
見

守
り
の
目
で
、
水
の
事
故
防
止

に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

■ 

問
合
せ
先

稲
敷
警
察
署
地
域
課　
☎
０
２

９
︲
８
９
３
︲
０
１
１
０

職　種 試験
区分 年齢等 学歴・免許・資格等

一般事務

Ａ
昭 和 59 年 4 月 2 日
から平成5年4月1
日までに生まれた方

4年生大学以上を卒業
した方（平成27年3月
末日までに卒業見込み
の方も含む）

Ｂ
平成3年4月2日か
ら平成9年4月1日
までに生まれた方

短期大学又は高校を卒
業した方（平成27年3
月末日までに卒業見込
みの方も含む）

幼稚園教諭
保育士 Ｃ

昭 和 59 年 4 月 2 日
から平成7年4月1
日までに生まれた方

幼稚園教諭免許と保育
士資格の両方を有する
方（平成27年3月末日
までに取得見込みの方
も含む）

保健師 Ｄ
昭 和 59 年 4 月 2 日
から平成5年4月1
日までに生まれた方

保健師免許を有する方
（平成27年3月末日ま
でに取得見込みの方も
含む）

試験区分および受験資格

※職種を重複しての申込みは不可
※ その他欠格事項あり

茨
城
県
警
察
官
採
用
試
験

　

稲
敷
警
察
署

『
日
常
生
活
圏
域
ニ
ー
ズ
調
査
』

　

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

稲
敷
広
域
消
防
吏
員
募
集

　

平
成
27
年
４
月
１
日
採
用

平
成
26
年
度
茨
城
県
警
察
官
採
用

試
験（
第
２
回
）が
実
施
さ
れ
ま
す
。

▽
受
付
期
間

【
郵
送
・
持
参
】
7
月
１
日
（
火
）

〜
８
月
19
日
（
火
）（
消
印
有
効
）

市
で
は
、
平
成
27
年
度
か
ら
29
年

度
ま
で
を
計
画
年
度
と
し
た
「
高

齢
者
福
祉
計
画
・
第
６
期
介
護
保

険
事
業
計
画
」
の
策
定
に
向
け
て
、

「
ど
こ
に
」、「
ど
の
よ
う
な
支
援
を

必
要
と
し
て
い
る
高
齢
者
が
」「
ど

の
程
度
生
活
し
て
い
る
か
」
を
把

握
す
る
た
め
「
日
常
生
活
圏
域
ニ

ー
ズ
調
査
」
を
市
内
在
住
の
６
５

歳
以
上
の
方
２
０
０
０
人
（
無
作

為
抽
出
）に
実
施
し
ま
し
た
。

▽
試
験
日
：
平
成
26
年
９
月
21

日（
日
）

▽
試
験
会
場
：
龍
ヶ
崎
消
防
署

会
議
室（
予
定
）

▽
職
種
：
消
防
吏
員

▽
採
用
予
定
人
数
：
若
干
名

▽
採
用
期
日
：
平
成
27
年
４
月

１
日

▽
受
付
期
間
：
平
成
26
年
７
月

28
日（
月
）
～
８
月
28
日（
木
）

ま
で

▽
受
付
場
所
：
龍
ヶ
崎
市
３
５

７
１
番
地
の
１　
稲
敷
広
域
消

防
本
部　
総
務
課　
☎
０
２
９

７-

６
４-

３
７
４
３

『
介
護
予
防
の
為
の
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
』

　

返
送
さ
れ
て
い
な
い
方
へ

市
で
は
、
65
歳
以
上
の
方
が
、

「
元
気
に
楽
し
く
生
活
で
き
る
」

お
手
伝
い
を
、
い
こ
い
の
プ
ラ

ザ
を
拠
点
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　
６
月
上
旬
に
、
65
歳
以
上
の

方
（
平
成
26
年
５
月
１
日
現
在
、

要
支
援
・
要
介
護
の
認
定
を
受

け
て
な
い
方
お
よ
び
ニ
ー
ズ
調

査
送
付
者
を
除
く
）に
、『
介
護

予
防
の
た
め
の
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス

ト
』を
送
付
い
た
し
ま
し
た
。

　
期
日
は
過
ぎ
て
お
り
ま
す
が
、

ま
だ
返
送
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、

ぜ
ひ
ご
記
入
の
上
、
ご
返
送
願

い
ま
す
。

　
そ
の
後
、
介
護
予
防
が
必
要

と
認
め
ら
れ
た
方
に
は
、
介
護

予
防
教
室
の
ご
案
内
を
さ
せ
て

頂
き
ま
す
。

『
介
護
予
防
の
た
め
の
チ
ェ
ッ

ク
リ
ス
ト
』と
は
・
・
・

　
こ
れ
か
ら
も
生
き
生
き
と
元

気
に
生
活
し
て
い
く
た
め
に
、今

の
ご
自
分
の
健
康
状
態
を
よ
く

知
り
、介
護
の
原
因
と
な
り
や
す

い
生
活
機
能
低
下
の
予
防
が
必

要
な
い
か
、早
期
に
発
見
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

■ 

問
合
せ
先

い
こ
い
の
プ
ラ
ザ　
☎
０
２
９

７
︲
６
３
︲
１
０
０
４

※
詳
細
は
消
防
本
部
総
務
課

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

な
お
、
稲
敷
広
域
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
へ
も
掲
載
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

■ 

問
合
せ
先

稲
敷
広
域
消
防
本
部
総
務
課

☎
０
２
９
７
︲
６
４
︲
３
７

４
３

【
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト（
電
子
申
請
）】

7
月
１
日
（
火
）
午
前
９
時
〜
８

月
18
日（
月
）午
後
５
時（
受
信
有

効
）

▽
受
験
資
格

【
警
察
官
Ａ
】
昭
和
60
年
４
月
２
日

以
降
に
生
ま
れ
た
人
で
、学
校
教
育

法
に
よ
る
大
学
（
短
期
大
学
を
除

く
）を
卒
業
し
た
人
も
し
く
は
平
成

　
お
忙
し
い
中
、
た
く
さ
ん
の

設
問
に
お
答
え
い
た
だ
き
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
こ
の
調
査
結
果
は
、
計
画
策

定
の
資
料
と
す
る
と
と
も
に
、

介
護
予
防
事
業
の
重
要
な
基
礎

資
料
と
し
て
活
用
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

■ 

問
合
せ
先

い
こ
い
の
プ
ラ
ザ　
☎
０
２
９

７
︲
６
３
︲
１
０
０
４

27
年
３
月
31
日
ま
で
に
卒
業
見

込
み
の
人
ま
た
は
人
事
委
員
会

が
こ
れ
と
同
等
と
認
め
る
人

【
警
察
官
Ｂ
】
昭
和
60
年
４
月

２
日
か
ら
平
成
９
年
４
月
１
日

ま
で
に
生
ま
れ
た
人
で
、
警
察

官
Ａ
の
受
験
資
格（
学
歴
部
分
）

に
該
当
し
な
い
人

▽
第
１
次
試
験
日
：
９
月
21
日

（
日
）

■ 

問
合
せ
先

稲
敷
警
察
署
警
務
課　

☎
０
２

９
︲
８
９
３
︲
０
１
１
０
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（
水
戸
市
笠
原
町
９
９
３
︲
２
）

▽
申
込
み
方
法
：
往
復
は
が
き

で
申
し
込
む

●
茨
城
県
立
健
康
プ
ラ
ザ　
介

護
予
防
推
進
部　
☎
０
２
９
︲

２
４
３
︲
４
２
１
７

常
陽
銀
行

年
金
相
談

銀
行
顧
問
の
社
会
保
険
労
務
士

が
無
料
で
ご
相
談
に
応
じ
、
請

求
手
続
の
代
行
を
い
た
し
ま
す
。

▽
日
時
：
７
月
14
日
（
月
）
／

８
月
８
日
（
金
）
午
前
10
時
〜

午
後
３
時
（
予
約
制
）　

▽
場

所
：
常
陽
銀
行
江
戸
崎
支
店

【
相
談
内
容
】・
年
金
の
お
受
け

取
り
手
続
き
に
つ
い
て
（
年
金

請
求
書
の
記
入
方
法
や
必
要
書

類
な
ど
）・
年
金
受
給
に
必
要

な
資
格
期
間
や
年
金
受
給
見
込

額
に
つ
い
て
な
ど
の
他
年
金
に

関
す
る
ご
質
問

●
常
陽
銀
行
江
戸
崎
支
店　
☎

０
２
９
︲
８
９
２
︲
２
０
１
２

ピ
ア
・
か
た
つ
む
り

月
例
会
開
催

家
族
の
中
に
精
神
障
害
の
当
事

者
を
持
つ
父
母
や
兄
弟
が
集
ま

っ
て
、
毎
月
１
回
「
家
族
を
支

え
る
会
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

「
支
え
る
会
」
は
家
族
や
親
族

だ
け
が
参
加
で
き
る
会
で
、
病

気
や
福
祉
制
度
に
つ
い
て
の
勉

強
の
ほ
か
、
安
心
し
て
悩
み
を

話
し
合
い
、
多
く
の
参
考
意
見

が
聞
け
る
場
で
す
。事
前
の
申

し
込
み
は
不
要
で
す
の
で
初
め

て
参
加
さ
れ
る
方
も
気
軽
に
お

立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
：
８
月
２
日
（
土
）
午

後
１
時
30
分
〜　
▽
場
所
：
稲

敷
市
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
（
伊

佐
津
３
２
３
９
︲
１
）

●
龍
ヶ
崎
地
方
家
族
会（
長
瀬
）

☎
０
９
０
︲
５
４
２
５
︲
２
２

３
６航

空
科
学
博
物
館

イ
ベ
ン
ト
の
お
知
ら
せ

■
企
画
展
「
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
」

▽
日
時
：
７
月
27
日
（
日
）
ま

で
▽
場
所
：
航
空
科
学
博
物
館

２
階
展
示
室　
▽
費
用
：
入
館

料
の
み　
▽
内
容
：
当
館
収
蔵

資
料
の
中
か
ら
、
普
段
常
設
展

示
で
公
開
し
て
い
な
い
も
の
を

中
心
に
展
示
い
た
し
ま
す
。

■
第
８
回
航
空
寄
席

▽
日
時
：
７
月
13
日
（
日
）
午

後
１
時
〜　
▽
場
所
：
航
空
科

学
博
物
館
１
階
多
目
的
ホ
ー
ル

▽
費
用
：
入
館
料
の
み
（
先
着

１
０
０
名
に
整
理
券
を
配
布
）

▽
内
容
：
恒
例
の
三
遊
亭
遊
雀

さ
ん
、
柳
家
三
之
助
さ
ん
に
よ

る
、
共
通
の
趣
味
で
あ
る
航
空

ト
ー
ク
と
古
典
落
語
を
お
楽
し

み
い
た
だ
き
ま
す
。

■
や
さ
し
い
航
空
の
は
な
し

「
パ
イ
ロ
ッ
ト
の
お
は
な
し
」

▽
日
時
：
７
月
27
日
（
日
）
午

後
１
時
〜　
▽
場
所
：
航
空
科

学
博
物
館
１
階
多
目
的
ホ
ー
ル

▽
費
用
：
入
館
料
の
み　
▽
内

容
：
航
空
機
の
運
航
に
お
い
て

重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る

パ
イ
ロ
ッ
ト
の
講
演
会
で
す
。

※
夏
休
み
は
無
休
で
す
（
７
月

15
日
〜
８
月
31
日
ま
で
）。

●
航
空
科
学
博
物
館　
☎
０
４

７
９
︲
７
８
︲
０
５
５
７

姫
子
先
生
の
結
婚
相
談
所

会
員
募
集

様
々
な
シ
チ
ュ
エ
ー
シ
ョ
ン
の

お
見
合
い
を
企
画
い
た
し
ま
す
。

詳
細
に
つ
い
て
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

●
姫
子
先
生
の
結
婚
相
談
所　

石
岡
市
若
松
２
︲
１
︲
33　
☎

０
９
０
︲
２
７
２
５
︲
７
８
３

０

宮
本
病
院

健
康
体
操
教
室

【
健
康
体
操
教
室
】肩
こ
り
・
腰

部
の
コ
リ
な
ど
に
不
安
の
あ
る

方
々
は
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。

そ
う
い
っ
た
方
々
や
予
防
意
識

の
観
点
か
ら
参
加
さ
れ
た
方
一

人
一
人
に
あ
っ
た
個
別
の
予
防

体
操
・
自
主
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
メ

ニ
ュ
ー
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

【
認
知
症
勉
強
会
】
認
知
症
の

悩
み
の
解
決
方
法
を
私
た
ち
作

業
療
法
士
と
一
緒
に
考
え
て
み

ま
せ
ん
か
。

▽
日
時
：
７
月
13
日
（
日
）
午

前
９
時
〜
午
後
４
時
（
随
時
参

加
可
）　

▽
会
場
：
宮
本
病
院

３
階
機
能
訓
練
室　

▽
参
加

費
：
無
料

●
宮
本
病
院
機
能
訓
練
室
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科　
☎
０
２

９
︲
８
９
２
︲
２
０
１
２

茨
城
〜
那
覇
線
増
便

茨
城
空
港

ス
カ
イ
マ
ー
ク
社
が
、７
月
18
日

〜
８
月
31
日
ま
で
の
期
間
、「
茨

城
〜
那
覇
線
（
中
部
経
由
便
）」

を
季
節
定
期
便
と
し
て
1
日
１

往
復
運
行
し
ま
す
。「
茨
城
〜
那

覇
線
（
神
戸
経
由
便
）」
と
あ
わ

せ
て
運
行
さ
れ
る
た
め
、期
間
中

は
1
日
２
往
復
と
な
り
ま
す
。

▽
運
行
ダ
イ
ヤ
（
中
部
経
由

便
）
：
茨
城
発
午
後
6
時
50
分

→
那
覇
着
午
後
10
時
30
分
（
日

曜
運
休
）、
那
覇
発
午
前
６
時
→

茨
城
着
午
後
９
時
40
分
（
月
曜

運
休
）　

※
運
行
ダ
イ
ヤ
は
変

更
さ
れ
る
場
合
も
ご
ざ
い
ま
す
。

●
茨
城
空
港
利
用
促
進
等
協
議

会
（
茨
城
県
空
港
対
策
課
）　

☎
０
２
９
︲
３
０
１
︲
２
７
６

１
体
操
指
導
士

３
級
養
成
講
習
会

シ
ル
バ
ー
リ
ハ
ビ
リ
体
操
指
導

士
３
級
養
成
講
習
会
の
受
講
生

を
募
集
し
ま
す
。茨
城
県
民
で
60

歳
以
上
の
方
、常
勤
の
職
に
つ
い

て
い
な
い
方
、地
域
で
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
が
で
き
る
方
な
ら
、ど

な
た
で
も
受
講
で
き
ま
す
。

▽
受
講
料
：
無
料
（
た
だ
し
交

通
費
、
昼
食
代
は
各
自
負
担
）

※
８
日
間
の
全
日
程
に
ご
参
加

く
だ
さ
い
。　
▽
募
集
人
数
：

２
４
０
名　
▽
日
程
：
各
コ
ー

ス
に
よ
り
開
催
日
が
異
な
り
ま

す
。（
各
コ
ー
ス
８
日
間
）
午
前

10
時
〜
午
後
３
時
45
分　
▽
会

場
：
茨
城
県
立
健
康
プ
ラ
ザ

調
理
師
試
験
／
予
備
講
習
会

ご
案
内

【
調
理
師
試
験
】
▽
日
時
：
8

月
23
日
（
土
）
午
後
1
時
30
分

～
▽
場
所
：
茨
城
県
立
医
療
大

学
ま
た
は
水
戸
葵
陵
高
等
学
校

▽
願
書
受
付
：
6
月
26
日

（
木
）・
27
日（
金
）午
前
9
時
〜

正
午
／
午
後
1
時
〜
午
後
5
時

▽
場
所
：
県
内
各
保
健
所

※
願
書
な
ど
は
稲
敷
市
商
工
会

に
あ
り
ま
す
。

【
予
備
講
習
会
】
▽
日
時
：
8
月

7
日
（
木
）・
8
日
（
金
）　
▽
場

所
：
取
手
市
商
工
会
藤
代
支
所

▽
費
用
：
３
４
６
０
０
円
（
２

日
間
の
受
講
料
、テ
キ
ス
ト
代
、

昼
食
代
）　

▽
申
込
方
法
：
予

備
講
習
会
受
講
希
望
者
は
願
書

受
付
日
に
竜
ケ
崎
保
健
所
に
て

申
し
込
む
。

●
稲
敷
市
商
工
会（
担
当
斉
藤
）

☎
０
２
９
︲
８
９
２
︲
２
６
０

３
高
次
脳
機
能
障
害

ご
存
知
で
す
か

頭
を
か
る
く
ぶ
つ
け
た
り
、脳
卒

中
な
ど
の
病
気
で
倒
れ
た
後
に

「
新
し
い
こ
と
が
憶
え
ら
れ
な

い
」「
人
が
変
わ
っ
た
」
な
ど
感

じ
た
ら
、高
次
脳
機
能
障
害
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。県
立
リ
ハ
ビ
リ
テ

ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
で
は
専
任

の
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に

よ
る
相
談
と
、自
立
訓
練
や
就
労

以
降
支
援
な
ど
身
体
障
害
者
や

高
次
脳
機
能
障
害
を
対
象
と
し

た
訓
練
を
行
っ
て
い
ま
す
。お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
県
立
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

セ
ン
タ
ー　
☎
０
４
７
８
︲
５

２
︲
３
３
０
３

ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ス
ク
ー
ル

参
加
者
募
集

公
益
財
団
法
人
国
際
青
少
年
研

修
協
会
で
は
、「
第
２
回
小
笠

原
諸
島
（
世
界
自
然
遺
産
）
ア

ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ス
ク
ー
ル
」
の

参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

今
度
の
夏
休
み
は
、
一
生
の
思

い
出
に
残
る
楽
し
い
体
験
を
し

て
、
沢
山
の
お
友
達
を
作
り
に

世
界
自
然
遺
産
の
島
「
小
笠
原

諸
島
」に
行
き
ま
せ
ん
か
？

▽
期
間
：
８
月
20
日（
水
）〜
８

月
25
日（
月
）５
泊
６
日　
▽
場

所
：
東
京
都
小
笠
原
村
父
島　

▽
定
員
：
25
名（
小
学
３
年
生
〜

中
学
３
年
生
）　
▽
締
切
り
：
7

月
22
日
（
火
）　
▽
出
発
地
と
参

加
費
：
東
京
駅（
小
学
生
＝
１
２

６
０
０
０
円
、中
学
生
＝
１
４
２

０
０
０
円
）、
水
戸
駅
（
小
学
生

＝
１
２
９
０
０
０
円
、中
学
生
＝

１
５
０
０
０
０
円
）

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
資
料
を

取
り
寄
せ
て
く
だ
さ
い
。

●
公
益
財
団
法
人　
国
際
青
少

年
研
修
協
会　
☎
０
３
︲
６
４

５
９
︲
４
６
６
１

「
就
職
カ
レ
ッ
ジ
」

ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
い
ば
ら
き

ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
い
ば
ら
き
で
は
、

フ
リ
ー
タ
ー
な
ど
の
若
者
を
対

象
と
し
た
就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー

「
就
職
カ
レ
ッ
ジ
」
を
開
催
し

ま
す
。

▽
日
時
：
７
月
22
日（
火
）、
28

日（
月
）、
29
日（
火
）
／
８
月

４
日（
月
）、５
日（
火
）　
午
前

９
時
30
分
〜
午
後
４
時
30
分　

▽
会
場
：
土
浦
市
亀
城
プ
ラ
ザ

（
土
浦
市
中
央
二
丁
目
１
６
︲

４
）　

▽
対
象
者
：
概
ね
15
歳

〜
40
代
前
半
の
求
職
者　
先
着

30
名　
全
日
程
（
５
日
間
）
参

加
で
き
る
方

●
問
合
せ
・
申
込
先
：
特
定
非

営
利
活
動
法
人　
雇
用
人
材
協

会　
☎
０
２
９
︲
３
０
０
︲
１

７
３
８
（
平
日
午
前
９
時
〜
午

後
６
時
）

人
工
肛
門
・
ぼ
う
こ
う

勉
強
会

茨
城
県
の
委
託
事
業
で
す
。

▽
日
時
：
８
月
３
日
（
日
）
午
前

10
時
〜
午
後
２
時
30
分　

▽
会

場
：
牛
久
市
中
央
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー　

▽
会
費
：
１
０
０
０

円
（
昼
食
代
ほ
か
）　
▽
内
容
：

①
ス
ト
ー
マ
専
門
看
護
師（
日
常

の
お
手
入
れ
の
仕
方
、
夏
の
対

策
、
老
後
の
対
策
）②
医
療
ソ
ー

シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
（
病
院
相
談

室
の
ご
利
用
を
、
福
祉
制
度
、
介

護
保
険
ほ
か
）③
装
具
の
展
示
と

説
明
④
悩
み
事
、困
り
事
の
相
談

な
ど　

▽
申
込
み
：
7
月
29
日

（
月
）ま
で
に
左
記
へ
申
し
込
む

●
公
益
社
団
法
人
日
本
オ
ス
ト

ミ
ー
協
会
茨
城
県
支
部　
南
部

地
区
セ
ン
タ
ー
長
（
山
之
内
）

☎
０
２
９
７
︲
６
２
︲
７
４
６

３
自
力
整
体
同
好
会

体
験
学
習

自
力
整
体
の
体
験
学
習
を
稲
敷

市
社
会
福
祉
協
議
会
集
会
室
に

て
開
催
し
ま
す
。初
心
者
の
方

で
も
簡
単
に
自
分
の
体
と
向
き

合
い
整
体
す
る
健
康
法
で
す
。

▽
日
時
：
７
月
1
日
、８
日
、15

日（
各
火
曜
日
）午
前
10
時
〜

●
自
力
整
体
同
好
会
（
山
口
）

☎
０
２
９
︲
８
２
２
︲
６
０
７

１
裁
判
所
職
員

採
用
試
験

平
成
26
年
度
裁
判
所
職
員
採
用

一
般
職
試
験（
高
卒
者
試
験
）が

左
記
の
と
お
り
実
施
さ
れ
ま
す
。

▽
受
付
期
間
：
7
月
15
日（
火
）

か
ら
7
月
24
日（
木
）ま
で（
7

月
24
日
消
印
有
効
）
※
申
込
書

は
、
必
ず
簡
易
書
留
郵
便
で
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。　
▽
受
験

資
格
：
平
成
26
年
４
月
１
日
に

お
い
て
高
等
学
校
卒
業
後
２
年

以
内
の
方
お
よ
び
平
成
27
年
３

月
ま
で
に
高
等
学
校
を
卒
業
す

る
見
込
み
の
方
（
平
成
26
年
４

月
１
日
に
お
い
て
中
学
卒
業
後

２
年
以
上
５
年
未
満
の
方
も
受

験
可
）　

▽
第
１
次
試
験
日
：

９
月
14
日（
日
）　
▽
第
１
次
試

験
種
目
：
基
礎
能
力
試
験
（
多

肢
選
択
式
）
お
よ
び
作
文
試
験

▽
第
２
次
試
験
日
：
10
月
中
旬

か
ら
下
旬　
▽
第
２
次
試
験
種

目
：
人
物
試
験（
個
別
面
接
）

●
水
戸
地
方
裁
判
所
事
務
局　

総
務
課
人
事
第
１
係　
☎
０
２

９
︲
２
２
４
︲
８
４
２
１
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市
長
の
動
向
（
5
月
）

３
日
：
あ
ず
ま
ミ
ル
キ
ー
ク

イ
ー
ン
田
植
祭
（
あ
ず
ま
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
）

８
日
：
農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
収
集
対
策
協
議
会
総
会

（
東
庁
舎
）
／
交
通
安
全
母

の
会
総
会（
桜
川
庁
舎
）

９
日
：
家
畜
衛
生
指
導
協
会

総
会（
東
庁
舎
）

10
日
：
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協
議

会
総
会
（
江
戸
崎
公
民
館
）

／
幸
田
自
然
環
境
保
全
会
総

会（
幸
田
集
落
セ
ン
タ
ー
）

12
日
：
観
光
協
会
理
事
会
総

会（
東
庁
舎
）

13
日
：
霞
ヶ
浦
二
橋
建
設
促

進
期
成
同
盟
総
会
（
阿
見
町

総
合
保
健
福
祉
会
館
）

14
日
：
稲
敷
地
区
更
正
保
護

女
性
の
会
総
会
（
江
戸
崎
公

民
館
）
／
農
業
公
社
理
事
会

（
東
庁
舎
）

15
日
：
姉
妹
都
市
交
流
会
総
会

（
江
戸
崎
庁
舎
）
／
稲
敷
地
区
交

通
安
全
母
の
会（
桜
川
庁
舎
）

16
日
：
江
戸
崎
地
方
衛
生
土

木
組
合
議
会
全
員
協
議
会

（
組
合
事
務
所
）

20
日
：
議
会
全
員
協
議
会

（
東
庁
舎
）

21
日
：
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

総
会
（
東
庁
舎
）
／
工
業
開

発
地
整
備
検
討
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
チ
ー
ム（
江
戸
崎
庁
舎
）

22
日
：
霞
ヶ
浦
問
題
協
議
会

役
員
会
（
霞
ヶ
浦
環
境
科
学

セ
ン
タ
ー
）
／
身
体
障
害
者

福
祉
協
議
会
総
会
（
ふ
れ
あ

い
セ
ン
タ
ー
）

23
日
：
遺
族
会
役
員
総
会

（
新
利
根
庁
舎
）
／
稲
敷
地
域

農
業
改
良
普
及
事
業
推
進
協

議
会
総
会
（
沼
里
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
）
／
区
長
会

連
合
会
総
会（
江
戸
崎
庁
舎
）

24
日
：
文
化
協
会
総
会
（
江

戸
崎
公
民
館
）

26
日
：
県
農
林
振
興
公
社
理

事
会（
県
農
林
振
興
公
社
）

29
日
：
防
犯
連
絡
員
協
議
会

総
会（
桜
川
庁
舎
）
／
社
会
福

祉
協
議
会
理
事
会
・
評
議
員

会（
江
戸
崎
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

30
日
：
稲
敷
地
方
航
空
騒
音

公
害
対
策
協
議
会
定
期
総
会

（
河
内
町
役
場
）

31
日
：
江
戸
崎
か
ぼ
ち
ゃ
Ｐ

Ｒ
県
知
事
表
敬
訪
問（
県
庁
）

紙
面
の
都
合
上
、
抜
粋
し

て
掲
載
い
た
し
ま
す

情報メール配信
市からのさまざま情報を、携帯電話やパソコンへ配信します。
▽PC 用：市HP から
▽携帯用：QR コードから

Twitter での情報発信
アカウント @inashiki_city
http://twitter.com/inashiki_city

blog での情報発信
http://blog.goo.ne.jp/inashiki-koho

身体障害者のための無料結婚相談・各種相談
茨城県からの委託・補助を受け、身体に障害のある方々がよき
配偶者に恵まれ幸せな結婚ができるように、無料の結婚相談所
を開設しています。また、就労や生活上の全般の相談を受ける
総合相談所も開設しています。結婚相談は予約制。
▽日時：月〜金曜日（祝日、年末年始は除く）午前10時〜午後
3時
●（社）茨城県身体障害者福祉協議会tel.029-243-7010

就職関係情報
出張就職無料相談会
▽日時：7月16日（水）　午前10時～正午、午後1時〜3時
▽場所：稲敷合同庁舎（2階会議室）
●県南地区就職支援センター tel.029-825-3410

情報配信

メール登録

労務関係無料相談会
市民の皆さまや市内企業の、労使関係トラブルに関する無料相
談を社会保険労務士がお受けします。
▽日時：7月23日（水）／ 8月26日（火）　午前9時30分〜
正午　▽場所：江戸崎公民館　▽対象：市内企業経営者および
勤務する方の労働トラブルなど　▽要予約（前日午後5時まで
に予約してください）
問合せ・予約受付先
●稲敷市商工観光課（東庁舎）tel.029-892-2000（内線5604）

7月  3日（木）	 桜川庁舎	 弁護士
7月10日（木）	 ふれあいセンター
7月17日（木）	 江戸崎公民館	 弁護士
7月24日（木）	 東分庁舎
相談内容
各種相談の合同相談を行います。
▽時間：午後1時30分〜4時
①心配ごと相談＝日常生活の諸問題について相談に応じま
す。予約制（前日までに）。
●稲敷市社会福祉協議会tel.029-892-5711
②行政相談＝行政に関する相談を受け付けます。
●稲敷市総務課（江戸崎庁舎）tel.029-892-2000（内線2209）
③人権相談＝人権に関する相談に人権擁護委員などがお答え
します。
●稲敷市人権推進室（新利根庁舎）tel.029-892-2000（内線
3300）

各種相談（心配ごと、行政、人権）

教育相談
いじめ、不登校、友人関係など児童生徒に関する教育問題全
般に、市教育相談員が面接や電話でお答えします。
▽日時：月〜金曜（祝日を除く）／午前9時〜午後5時
●稲敷市教育相談室（新利根庁舎）tel.0297-87-0121
家庭教育相談
臨床心理士の先生が、子育てに関する悩みや発達障がいの相
談をお受けします。予約制。面接制。
▽日時：7月1日（火）、24日（木）　午前10時〜午後4時　　
▽場所：各公民館、生涯学習センター、など
●稲敷市生涯学習課（新利根庁舎）tel.0297-87-3439

教育に関する相談

生活相談

子育て・育児相談

ひきこもり相談

隣保館の設置されていない地域の生活や人権などの問題につ
いて、専門の相談員が応じます。
▽日時：毎週水曜日（祝日を除く）、午前9時〜11時30分　
▽場所：新利根庁舎、小角地区公園管理棟
●稲敷市人権推進室（新利根庁舎）tel.029-892-2000（内線
3300）

家庭児童相談
養護、虐待、非行、育成、心身障がいなど、乳幼児から児童に
関する相談に、家庭相談員が面接や電話でお答えします。
▽日時：月〜金曜（祝日を除く）／午前9時〜午後4時
●稲敷市家庭児童相談室（新利根庁舎）tel.0297-87-3247
◇虐待に関して、休日・夜間の連絡
●いばらき虐待ホットライン　tel.0293-22-0293

心理士・保健師によるひきこもり相談を実施し、ひきこもり
に悩む本人・家族の手助けをします。完全予約制。
　詳細につきましては、竜ケ崎保健所保健指導課にお問合せ
ください。
●竜ケ崎保健所保健指導課  tel.0297-62-2367

精神保健相談
こころのリハビリ（精神デイケア）　

▽日時：予定が決まり次第広報紙などでお知らせします。
こころの相談　
こころの健康、悩み、病気についての相談をお受けします。
精神保健福祉士がご相談をお受けしますので、相談をご希望
の方は、社会福祉課に予約してください。
●稲敷市社会福祉課（新利根庁舎）tel.029-892-2000（内線
3200）

7月15日（火）　江戸崎庁舎／ 7月16日（水）　新利根庁舎
法律問題の相談に弁護士がお答えします。予約制。受付開始
＝7月7日（月）午前8時30分〜午後５時15分／定員＝各
会場6名
●稲敷市総務課（江戸崎庁舎）tel.029-892-2000（内線2209）

法律相談
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6月29日（日）	 和田医院（下馬渡）tel.029-894-2412
	 森脇整形外科（阿見町）tel.029-843-7888
7月  6日（日）	 江戸崎眼科（佐倉）tel.029-892-0262
	 あみ小林クリニック（阿見町）Tel.029-888-2200
7月13日（日）	 宮本病院（幸田）tel.0299-79-2114
	 阿見第一クリニック（阿見町）tel.029-887-3511
7月20日（日）	 いなしきクリニック（蒲ケ山）tel.029-892-3372
	 美浦中央病院（美浦村）tel.029-885-3551
7月27日（日）	 古橋医院（西代）tel.0299-78-3770
	 なるしま内科医院（阿見町）tel.029-869-4820
8月  3日（日）	 佐倉クリニック（門前第2）tel.029-892-7011
	 まつばらウィメンズクリニック（阿見町）tel.029-830-5151
8月10日（日）	 江戸崎ひかりクリニック（江戸崎甲）tel.029-834-5777
	 あべ整形外科（阿見町）tel.029-875-5303
8月17日（日）	 いわき内科クリニック（西町）tel.029-875-5100
	 つじ耳鼻咽喉科クリニック（阿見町）tel.029-801-3387
▽診療時間：午前9時〜午後4時
※ 都合により変更になる場合があります。要確認

休日診療当番医

市の人口（常住人口）
総人口：44,004人（-62）

　　男：21,815人（-25）

　　女：22,189人（-37）

世帯数：14,813世帯（-10）

※6月1日現在

6月の納税
▽納期限：7月31日（木）
・固定資産税：2期
・後期高齢者医療保険料：1期

茨城県救急医療情報システム
医療機関の検索、休日診療当番医、小児輪番など情報が検索
できます。毎日24時間対応
●救急医療情報コントロールセンター tel.029-241-4199
●救急医療情報システムHPhttp://www.qq.pref.ibaraki.jp/ 、
携帯http://www.qq.pref.ibaraki.jp/kt/
茨城子ども救急電話相談
子どもの急な病気の場合などに、看護師のアドバイスが受け
られます。
▽受付時間：毎日＝午後6時30分〜11時30分／休日昼間
のみ＝午前9時〜午後5時
▽プッシュ回線の固定、携帯電話＝局番なしの#8000 ／非
プッシュ回線の固定、公衆電話＝tel.029-254-9900
いなしき健康相談
専門スタッフが健康・医療の相談にお答えします。
24時間毎日対応。
●フリーダイヤルtel.0120-69-3389

医療・健康

稲敷市みんなのいこいの広場
陶芸クラブ	 毎週火、木曜　午後1時～
囲碁教室	 毎週月曜　午後1時〜
カラオケ愛好会	 毎週火（午前9時30分〜）、土曜（午後1時～）
アロハ　ククナ	 第1、第2、第3月曜　午前9時30分〜
コーラス　カトレア	 第1、第3水曜　午後1時30分〜
ホ・アロハ・イリマ	 毎週金曜　午前10時〜
サークル　〜 koto 〜	 第3木曜　午前10時〜
太極拳教室	 7月  9日（水）　午後1時30分〜
ゆきちゃんの音楽会	 7月11日（金）　午後2時〜
生花教室	 7月21日（月）　午前10時〜
料理教室	 7月23日（水）　午前10時〜
絵手紙教室	 7月23日（水）　午後1時30分〜
●稲敷市みんなのいこいの広場（特別養護老人ホーム「水郷
荘」内）tel.0299-79-2319

稲敷地域小児救急輪番制
夜間休日の急な病気に対するため、小児科医による小児救急
輪番制があります。お子さんの救急医療に対応できる医療機
関と時間帯は下表のとおりです。
曜日 診 療 時 間 医 療 機 関 名 連 絡 先

月 午後6時〜9時 東京医科大学茨城医療
センター

0 2 9 - 8 8 7 -
1161

火 午後6時〜9時 東京医科大学茨城医療
センター

0 2 9 - 8 8 7 -
1161

水 午後6時〜9時 つくばセントラル病院 0 2 9 - 8 7 2 -
1771

木 午後6時〜9時 龍ケ崎済生会病院 0 2 9 7 - 6 3 -
7111

金 午後6時〜9時 東京医科大学茨城医療
センター

0 2 9 - 8 8 7 -
1161

土 午後2時〜5時 牛久愛和総合病院 0 2 9 - 8 7 3 -
3111

日 午前9時〜正午 東京医科大学茨城医療
センター

0 2 9 - 8 8 7 -
1161

日 正午〜午後3時 龍ケ崎済生会病院 0 2 9 7 - 6 3 -
7111

※ 祝日は行いません。当番対応以外の時間帯は小児救急医療
24時間対応のJA とりで総合医療センター（Tel.0297-74-
5551）または土浦協同病院（Tel.029-823-3111）へ電話連
絡のうえ受診してください。

※空気中の測定単位：マイクロシーベルト／時
　水質と食品の測定単位：ベクレル／ kg

項　　　目 検　　査　　品　　目

不　検　出 セリ（1）、フキ（1）、トマト（1）

基準値内のもの -

基準値を超えたもの -

現在、市では放射線測定器の貸出および食品放射能の測定を無料
で行っています。貸出を希望する場合は、最寄りの庁舎（桜川庁舎
は放射線対策室）へ、食品放射能の測定を希望する場合は、生活環
境課放射線対策室（桜川庁舎）へ、電話にて事前予約をしてください。

▪ 放射線測定器の貸出と食品放射能測定を行っています
※「不検出」・・・「検出限界値」未満であることを表し、おお
むね25ベクレル毎キログラムになります。
※「一般食品」（飲料水、牛乳、乳児用食品以外）の基準値は
100ベクレル毎キログラムです。
※（）内は検査件数です。
測定結果が基準値を超えている品目についての測定日、採取
場所などの詳細、ご相談については、放射線対策室（tel.029-
892-2000　内線4406）にお問い合わせください。

施設名称 測定地 高さ 測定値
江戸崎小学校 第2G 中央 50cm 0.066 
君賀小学校 校庭中央 50cm 0.055
沼里小学校 校庭中央 50cm 0.096 
鳩崎小学校 校庭中央 50cm 0.082 
高田小学校 校庭中央 50cm 0.072 
新利根小学校 校庭中央 50cm 0.059
阿波小学校 校庭中央 50cm 0.090 
浮島小学校 校庭中央 50cm 0.055
古渡小学校 校庭中央 50cm 0.066 
あずま南小学校 校庭中央 50cm 0.069
あずま東小学校 校庭中央 50cm 0.052
あずま北小学校 校庭中央 50cm 0.081 
あずま西小学校 校庭中央 50cm 0.063 
江戸崎中学校 校庭中央 1m 0.107 
新利根中学校 校庭中央 1m 0.075 
桜川中学校 校庭中央 1m 0.083 
東中学校 校庭中央 1m 0.068 
認定こども園えどさき

（江戸崎幼稚園） 園庭中央 50cm 0.094 
新利根幼稚園 園庭中央 50cm 0.084 
桜川幼稚園 園庭中央 50cm 0.073 
みのり幼稚園 園庭中央 50cm 0.059 
ゆたか幼稚園 園庭中央 50cm 0.063 
江戸崎みどり幼稚園 園庭中央 50cm 0.103

各体育施設、公園（5月28日）

施設名称 測定地 高さ 測定値
根本共同利用施設

（根本児童クラブ） 駐車場中央 50cm 0.100 
高田コミュニティセンター

（高田児童クラブ） 駐車場中央 50cm 0.100 
江戸崎総合運動公園 野球場 1m 0.090 
沼田野球場 野球場 1m 0.150 
江戸崎学校給食センター脇 野球場 1m 0.120 
新利根総合運動公園 野球場 1m 0.070 
桜川総合運動公園 野球場 1m 0.080 
浮島運動広場 多目的G 1m 0.070
東グラウンド 野球場 1m 0.100 
白鷺球場 野球場 1m 0.120 
リバーサイド公園 公園中央 50cm 0.090 
愛宕山公園 公園中央 50cm 0.090 
堂前公園 公園中央 50cm 0.090 
和田公園 公園中央 50cm 0.090 
古渡水の里公園 公園中央 50cm 0.140 
阿波水辺公園 公園中央 50cm 0.120 
三次親水公園 公園中央 50cm 0.150 
光葉団地公園 公園中央 50cm 0.110 
大利根東公園 公園中央 50cm 0.080 
横利根閘門公園 公園中央 50cm 0.060 

各小・中学校、幼稚園（６月16日）

施設名称 測定地 高さ 測定値
認定こども園えどさき

（江戸崎中央保育園） 園庭中央 50cm 0.084
桜川保育所 園庭中央 50cm 0.085 
江戸崎保育園 園庭中央 50cm 0.069 
新利根つばさ保育園 園庭中央 50cm 0.061 
幸田保育園 園庭中央 50cm 0.066 
子育て支援センター 園庭中央 50cm 0.108 

食品放射性物質測定結果（5月1日〜30日）

学校給食と水道水の放射能検査結果
各保育所（園）など（5月28日）

※ 公園や体育施設の線量が高い施設（リバーサイド公園、江
戸崎総合運動公園テニスコート、新利根総合運動公園遊戯施設、桜
川総合運動公園多目的G・遊戯施設・テニスコート）につきまし
ては、除染を実施しました。

放射性ヨウ素・放射性セシウムともに不検出。
※ 水道水：不検出とは検出限界値（おおむね1Bq/kg を下回ったこ
とを言います。）
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江
戸
崎
か
ぼ
ち
ゃ
初
出
荷

５
月
19
日
、Ｊ
Ａ
稲
敷
中
央
集
荷
場
で「
江
戸
崎
か
ぼ
ち
ゃ
」が

初
出
荷
さ
れ
ま
し
た
。出
荷
初
日
は
26
ケ
ー
ス
が
首
都
圏
を
中

心
に
出
荷
さ
れ
、
８
月
上
旬
ま
で
に
４
万
５
０
０
０
ケ
ー
ス
の

出
荷
を
予
定
し
て
い
る
そ
う
で
す
。江
戸
崎
南
瓜
部
会
会
長
は

「
今
年
は
低
温
気
味
だ
っ
た
が
日
照
時
間
が
多
く
大
玉
傾
向
に

あ
り
、豊
作
が
期
待
で
き
る
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

２ 

江
戸
崎
保
育
園
の
園
児
た
ち
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
地
元
老
人
ク
ラ
ブ
と
交
流

６
月
６
日
、
江
戸
崎
保
育
園
で
地
元
の
老
人
ク
ラ
ブ「
天
王
会
」

と
江
戸
崎
保
育
園
年
長
ク
ラ
ス
の
交
流
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

世
代
間
交
流
を
目
的
と
し
た
こ
の
交
流
会
は
年
に
１
回
開
催
さ

れ
て
お
り
、
今
年
で
３
回
目
を
迎
え
ま
す
。今
回
は
カ
ル
タ
づ

く
り
に
挑
戦
し
、
力
を
合
わ
せ
て
作
っ
た
カ
ー
ド
を
使
っ
て
、

み
ん
な
で
カ
ル
タ
取
り
を
楽
し
み
ま
し
た
。

３ 

ち
び
っ
こ
運
動
会

6
月
７
日
、新
利
根
体
育
館
に
お
い
て「
ち
び
っ
こ
運
動
会
」が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。０
歳
か
ら
就
園
前
の
お
子
さ
ん
と
そ
の
ご

家
族
の
参
加
に
よ
り
行
わ
れ
、
笑
顔
あ
ふ
れ
る
運
動
会
に
な
り

ま
し
た
。元
気
い
っ
ぱ
い
に
走
り
ま
わ
る
ち
び
っ
こ
た
ち
、
そ

れ
を
見
守
る
ご
家
族
が
楽
し
い
時
間
を
作
り
ま
し
た
。

４ 

寝
釈
迦
の
花
ま
つ
り

6
月
８
日
、上
根
本
地
区
の
阿
弥
陀
寺
釈
迦
堂
で「
寝
釈
迦
の
花

ま
つ
り
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。こ
の
お
祭
り
は
、
江
戸
時
代
か
ら

続
い
て
お
り
、
持
参
し
た
腰
巻
き
な
ど（
今
は
下
着
）に
朱
印
を

押
し
て
も
ら
う
と
無
病
息
災
の
ご
利
益
と
と
も
に
、
こ
れ
を
着

用
す
る
こ
と
で
生
涯
下
の
世
話
に
な
ら
な
い
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。境
内
は
市
内
外
か
ら
の
多
く
の
方
で
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

で・き・ご・と
5-6月
市内の様々な行事、出来ごとなどを取り上げます。
●稲敷市秘書広聴課tel.029-892-2000（内線2400）

５ 

ふ
な
釣
り
大
会

６
月
８
日
、「
第
45
回
稲
敷
市
ふ
な
釣
り
大
会
」が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。小
雨
ま
じ
り
の
悪
天
候
で
し
た
が
、
市
内
外
か
ら
多
く

の
方
が
参
加
し
釣
果
を
競
い
ま
し
た
。表
彰
式
会
場
で
は
優
勝

者
へ
の
賞
賛
の
声
が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

６ 

新
し
く
シ
ル
バ
ー
リ
ハ
ビ
リ
体
操
指
導
士
が
誕
生

茨
城
県
と
稲
敷
市
の
共
催
で
、介
護
予
防
の
た
め
の「
シ
ル
バ
ー

リ
ハ
ビ
リ
体
操
指
導
士
３
級
養
成
講
習
会
」
が
実
施
さ
れ
ま
し

た
。新
し
い
指
導
士
が
11
名
増
え
、稲
敷
市
シ
ル
バ
ー
リ
ハ
ビ
リ

体
操
指
導
士
会
は
総
勢
81
名
と
な
り
ま
し
た
。今
後
も
、市
の
介

護
予
防
に
貢
献
し
て
く
だ
さ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

７ 

ゆ
た
か
幼
稚
園
で
祖
父
母
参
観

6
月
13
日
、
ゆ
た
か
幼
稚
園
で
は
祖
父
母
参
観
が
行
わ
れ
、
大

好
き
な
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
一
緒
に
体
操
や
花

植
え
を
楽
し
み
ま
し
た
。和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
で
、
祖
父
母

と
の
触
れ
合
い
の
大
切
さ
を
感
じ
る
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

８ 

稲
敷
市
・
Ｊ
Ａ
稲
敷
が
県
庁
で

　
　
　
　
　
　
　
　
「
江
戸
崎
か
ぼ
ち
ゃ
」を
Ｐ
Ｒ

５
月
30
日
、稲
敷
市
長
、Ｊ
Ａ
稲
敷
代
表
理
事
組
合
長
、江
戸
崎
南

瓜
部
会
長
ら
が
県
庁
を
訪
れ
、
茨
城
県
銘
柄
産
地
指
定
を
受
け
て

い
る「
江
戸
崎
か
ぼ
ち
ゃ
」を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。今
年
も
甘
く
て
美

味
し
い
か
ぼ
ち
ゃ
が
出
来
ま
し
た
。ぜ
ひ
、ご
賞
味
く
だ
さ
い
。

９ 

大
相
撲　
霧
嵐
を
訪
問

稲
敷
市
出
身
の
力
士
で
三
段
目
優
勝
を
飾
っ
た
、
霧
嵐
を
訪
ね

て
陸
奥
部
屋
へ
伺
い
ま
し
た
。霧
嵐
は「
地
元
の
皆
さ
ま
の
期
待

に
応
え
ら
れ
る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
。」と
力
強
く
応
え
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。皆
さ
ま
の
応
援
、よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

1
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社協のひろば社協のひろば

●稲敷市社会福祉協議会tel.029-892-5711/fax029-892-5922
●稲敷市地域包括支援センター tel029-834-5353/fax029-892-5733

社協のひろば

●稲敷市社会福祉協議会tel.029-892-5711/fax029-892-5922
●稲敷市地域包括支援センター tel029-834-5353/fax029-892-5733

社協のひろば

●稲敷市社会福祉協議会tel.029-892-5711/fax029-892-5922
●稲敷市地域包括支援センター tel029-834-5353/fax029-892-5733

広報稲敷 平成26年 7月号　2425　広報稲敷 平成26年 7月号

　　　　稲敷市成年後見サポートセンター

　　　善意銀行運営事業

　　　使用済み切手・使用済みプリペイドカード収集の寄付について

市民の皆さま方からの善意（金銭、物品などの芳志）を福祉に結ぶ『善意のかけ橋』となって事業を展開しています。
ご協力をいただき、ありがとうございました。（敬称略・順不同、3月28日〜5月27日）

【寄付金】　協同組合聖苑香澄売店組合　匿名2件
【物　品】　タオル　常陽ボランティア倶楽部　紙おむつ　匿名

市民のみなさまから集められた使用済み切手・使用済みプリペイドカードは茨城県社会福祉協議会に送付し、専門業者
などに買い取ってもらい換金されたのち、茨城県内のボランティア活動支援のために役立てられます。ご協力ありがと
うございました。（敬称略・順不同、3月28日〜5月27日）
来栖逸子　佐藤美恵子　宇佐美正忠考　ふれあい電話もしもし　大和ストレート㈱

【成年後見制度御存知ですか】
これからの高齢社会、平均寿命はどんどん延び、老後の生活を楽しむ時間も長くなってきます。反対に、自分や親が高齢
になって、認知症になったりして判断能力が衰えた時、自分の財産をどう守るのか、どのような介護サービスを受ければ
よいのか、などの心配・不安も増えてきています。このような時に強い味方になるのが成年後見制度です。

【成年後見制度とは】
成年後見制度は、認知症、知的障がいや精神障がいなどにより判断能力が不十分なため、財産管理や介護サービスの契約
などをご自身で行うことが難しくなった人を、法律的に支援する制度です。

【なぜ必要なの？】
成年後見制度は、介護保険制度とともに2000年から始まった制度です。介護保険制度はどのようなサービスを受ける
かをご自身で選び、契約するのが基本です。そのため判断能力の不十分な方が適切な契約をするために本人に代わって
契約などの行為を代理する制度として、成年後見制度が制定されたわけです。成年後見制度と介護保険制度はいわば「車
の両輪」というわけです。
成年後見制度について詳しく知りたい方は下記までお問い合わせください

【問い合せ】
社会福祉協議会　成年後見サポートセンター　☎029-892-5711

　　　地域ケアシステム

高齢者や障がい者の方が、住み慣れた家庭や地域の中で安心して生活をしていく中で、何らかの支援が必要なときに、援護を
必要とする一人一人に、現在関わっているサービス担当者や機関など、必要と思われる保健・医療・福祉の関係者がケアチー
ムを編成し、必要な支援などについて検討・調整し、連携を図りながら見守っていけるようにするものです。

【サービス利用について】
『困ったなぁ・・・』と、思ったら地域ケアコーディネーターに、なんでも相談してみてください。
相談者に必要な支援を検討するためサービス調整会議を開催し在宅ケアチーム（医師・保健師・福祉担当者・民生委員やボラ
ンティア団体代表の方などで構成）の話し合いの結果に基づき新たなサービスの利用・情報提供や関係機関と連携をとりな
がら支援を行います。

【対象者】
　◇一人暮らしの高齢者
　◇寝たきりや認知症を介護する家族
　◇障がいのある方やその家族
　◇子育て中のお父さん・お母さん
　◇そのほか地域で様々な生活課題を抱えて困っている方

【問い合せ】
社会福祉協議会　☎029-892-5711

　　　地域包括支援センター

【こんなご相談にお答えいたします】

地域包括支援センターは、高齢者が住みなれた地域で暮らせるように支援する機関です。社会福祉士、主任ケアマネージャー、
保健師など福祉、介護、保健の専門職員が高齢者の様々なご相談に対応します。

福祉、介護、保健に関することなど、どこに相談していいかわからない場合相談してみてください。
例えば・・・
◇介護保険や福祉サービスを利用したい　　　　◇ひとり暮らしで将来が不安
◇今の健康を維持したい　　　　　　　　　　　◇財産管理に自信がなくなった

【問い合せ】
地域包括支援センター　☎029-834-5353



稲敷市子育て支援センター
●あいアイ（ふれあいセンター内）tel.0297-87-7070
●つばさ（私立新利根つばさ保育園内）tel.090-2210-7355
●ひまわり（私立江戸崎保育園内）tel.090-3232-2680
●こうだ（私立幸田保育園内）tel.0299-79-2296

子育て

●稲敷市健康増進課（ふれあいセンター内）tel.0297-87-6111

保健センター

●稲敷市健康増進課（ふれあいセンター内）tel.0297-87-6111

保健センター

広報稲敷 平成26年 7月号　2627　広報稲敷 平成26年 7月号

　　 あ い ア イ
～ 子育てクッキング！ ～
おいしく楽しく作りましょう♪
▽日時：7月23日（水）午前10時～　▽
場所：ふれあいセンター　▽対象：1歳〜
１歳６か月の子をもつ保護者　▽人数：
10組（応募多数の場合抽選）　▽申込：７
月1日～ 7月11日までにあいアイへ

～ 給食体験 ～
隔月（7、10、12、2月）で離乳食（カ
ミカミ期）にも対応した給食体験がで
きる様になりました！保育園での給食
はどんなものを食べているのかな？栄
養士の先生に相談もできますよ♪
▽日時：7月8日（火）午前11時～

　　 つばさ・ひまわり
〜 手作りおもちゃで遊ぼう！！ 〜
振ると中の物がキラキラゆらゆら動い
てとってもきれい♪飾ってもすてきな、
ゆらゆら水族館を作ります。
▽日時：7月24日（木）午前10時15分
～　▽場所：こうだ保育園ホール　▽申
込：前日までに支援センターこうだへ

　　 こ う だ

あそびの広場日程　〜7月分〜
各支援センターとも予約の必要な行事のみ掲載。

（その他の行事は、ホームページや通信に掲載しています）
【あいアイ】
  8日（火）	 ベビーマッサージ（３か月〜）
10日（木）	 体を動かしてストレス解消！
15日（火）	 あいアイ広場（フワフワ金魚であそぼう）
18日（金）	 ７月生まれのお誕生会♪
22日（火）	 プール開き♪
23日（水）	 子育てクッキング♪
24日（木）	 ママと遊ぼう！

【つばさ】
  1日（火）	 手芸講座（シャツ型ティッシュカバー）
  2日（水）	 じゃがいもほり　※ ひまわりと合同
  5日（土）	 つばさ保育園夕涼み会（ゲーム券あります）
  8日（火）	 給食体験＆子育てトーク（離乳食カミカミ期＆完了児）
11日（金）	 お誕生会＆冷たいおやつ作り
15日（火）	 アロマ講座（虫よけスプレー）
17日（木）	 norinori ☆英語であそぼ♪

【ひまわり】
  4日（金）	 七夕コンサート　※ つばさと合同
  5日（土）	 江戸崎保育園夕涼み会（ゲーム券あります）
  8日（火）	 給食体験（離乳食カミカミ期＆離乳食完了児）
10日（木）	 お誕生会＆プチプレゼント作り♪
16日（水）	 シャボン玉遊び
18日（金）	 おさがりリサイクル
24日（木）	 エアロビ＆ヨガでリフレッシュ☆

【こうだ】
  3日（木）	 七夕飾りを作ろう！
17日（木）	 スタンプ遊び
31日（木）	 水遊び用おもちゃを作ろう♪

つばさ・ひまわり
イースター、エッグ
作りにミニゲーム♪
楽しみました。

あいアイ
すてきなかたつむり
ができました♪

こうだ
オリジナルのフラワ
ーポットが出来まし
た♪

♡ あいアイ東・あいアイ桜川　日程 ♡　～ 7月分～
☆ 開設時間：午前10時～午後3時

【東保健センター】
2日（水）、9日（水）、16日（水）、30日（水）

【桜川保健センター】
1日（火）、4日（金）、8日（火）、17日（木）、29日（火）

●桜川保健センター総合健診

子宮がん・乳がん集団検診のお知らせ

　　　健診のご案内

総合健診のお知らせ〜健診を受けて健康チェックをしましょう〜

●ふれあいセンター ●江戸崎保健センター

行事予定（7月） 2歳児歯科健診
▽桜川保健センター：7月16日（水）午
後1時〜1時20分　対象＝平成24年
5月29日〜6月30日生まれ
3歳児健診
▽江戸崎保健センター：7月10日（木）
午後1時〜1時20分　対象＝平成23
年5月28日〜7月1日生まれ
育児相談
随時、お子さんの食事や子育ての相談を

詳しくは、すくすくカレンダーをご覧
ください。
3〜4か月児健診
▽東保健センター：7月4日（金）午後
1時〜1時20分　
1歳6か月児健診
▽東保健センター：7月25日（金）午後
1時〜1時20分　対象＝平成24年11
月23日〜12月17日生まれ

受け付けています。健康増進課までお気
軽にお電話ください。
マタニティースクール
妊婦さんが安心して出産、育児を迎え
られるようお手伝いする教室です。
▽ふれあいセンター：9月26日（金）
内容＝（午前）妊娠中の過ごし方、お産
の経過と補助動作、（午後）産後の生活、
新生児の育児

実施日 9月8日（月）／ 11月20日（木）

予約日時 7月23日（水）、24日（木） 
午前8時30分〜午後5時15分

実施日 8月8日（金）／ 9月1日（月）

予約日時 7月8日（火）、9日（水） 
午前8時30分〜午後5時15分

実施日 9月2日（火）、11日（木）12日（金）
13日（土）、24日（水）

予約日時 7月29日（火）、30日（水） 
午前8時30分〜午後5時15分

昨年度受診された方で今年度対象の方には項目確認表を送りましたので、日程など内容をご確認ください。

●対象および各種検診内容
　「平成26年度稲敷市各種検診のお知らせ」をご覧ください。
●予約方法
　健康増進課へお電話（☎0297-87-6111）または直接健康増進課窓口（ふれあいセンター）にてお申し込みください。

《夏休みには幼稚園広場を開催します。》



生涯学習

	 ●稲敷市教育委員会生涯学習課（新利根庁舎）	 tel.0297-87-3439
		  fax.0297-87-5306

 

	 ●稲敷市立図書館tel.0299-79-3111
	 ●江戸崎公民館図書室tel.029-892-0305
	 ●新利根公民館図書室（改善センター内）tel.0297-87-2175
	 ●桜川公民館図書室tel.029-894-2981

図書館だより

広報稲敷 平成26年 7月号　2829　広報稲敷 平成26年 7月号

いなしき大学は、現代社会に適応できる
知識や技術を学習するとともに、社会活
動への参加を促進し、心身ともに豊かで
健康な生きがいのある人生を営むことが
できるよう支援いたします。今年度、
230名の受講生を迎えて開講いたしま
した。

春季硬式テニス大会 新利根地区混合バレーボール大会

5月18日に桜川テニスコートにて10回記念となる大会が開
催されました。当日は穏やかで暖かい五月晴れのテニス日和
となり、男子12ペア、女子6ペア（計18ペア）が優勝を目指
して最後まで熱戦を繰り広げました。結果は次のとおりです。

【男子ダブルス】
▽優　勝：濱田・小川( 農林筑波・m&m's)
▽準優勝：横山・塚原(JAC・JAC)

【女子ダブルス】
▽優　勝：宮崎・坪井( ジュピター・ジュピター )
▽準優勝：廣田・武村( フリー・アラスカ)

6月1日、新利根体育館を会場に混合バレーボール大会
（主催：新利根地区体育推進委員会）が開催されました。
　5チームが参加した今大会は白熱した中でも、和気あ
いあいと実施できました。
　11月16日には秋季大会を予定していますので、ぜひ
お友達や職場でチームをつくって参加してください。
結果は次のとおりです。
▽優　勝：まこと
▽準優勝：なでしこA

平成26年度いなしき大学開講式

図書カレンダー  7月

市立図書館休館日＝■
	 日	 月	 火	 水	 木	 金	 土
		  	 1	 2	 3	 4	 5	
	 6	 7	 8	 9	 10	 11	 12	
	 13	 14	 15	 16	 17	 18	 19	
	 20	 21	 22	 23	 24	 25	 26	
	 27	 28	 29	 30	 31		
江戸崎公民館図書室
毎週月曜日、22日（火）、29日（火）
桜川• 新利根公民館図書室
毎週月曜日、22日（火）
■開館（室）時間：午前9時〜午後
5時　※ 図書館は水曜日のみ午前
11時〜午後7時

「夏休み子ども読書スタンプラ
リー」開催！
図書館・公民館図書室では、夏休み期
間中、子どもたちがたくさんの本と出
合い、読書の楽しさ、大切さを知るきっ
かけとなるよう、読書スタンプラリー
を開催します。どうぞご参加ください。
▽期間：7月20日（日）〜8月31日（日）
▽場所：図書館・各公民館図書室　▽
対象：図書館利用カードをもっている
中学生まで　▽参加賞：認定書など

市立図書館

映画会　〜7月分〜
▽上映時刻：午後2時〜　▽申込方法：
当日カウンターで　▽定員：各70名
■スタンド・バイ・ミー（洋画88分）
▽上映日：5日（土）・6日（日）

《内容》オレゴンの小さな町、わんぱく
仲間4人の友情を通して、誰もがもつ
少年時代の原風景を描く。

■スティッチ！ザ・ムービー（ディズ
ニー 60分）
▽上映日：12日（土）・13日（日）
■ロスト・ワールド／ジュラシック2（洋
画129分）

《監督》スティーブン・スピルバーグ
《主演》リチャード・アッテンボロー
▽上映日：19日（土）・20日（日）
■塔の上のラプンツェル（ディズニー
101分）
▽上映日：26日（土）・27日（日）

おはなし会
ボランティアの方が、紙芝居や大型絵
本を読んでくれます。
◆おはなしの木：7月19日（土）午後1
時〜　大型絵本「せんろはつづく」、エ
プロンシアター「三びきのやぎのがら
がらどん」ほか
◆図書館おはなし会：7月27日（日）午
前10時30分〜　大型絵本「せんたくか
あちゃん」、絵本「みずまき」、ほか

各種教室のご案内！
※ 当日窓口でお申し込みください。

図書館・図書室共通 【七夕かざり作り】
▽日時：7月5日（土）午前10時〜　
▽対象：幼児〜小学生（幼児は親子で
参加）　▽定員：20名

【たまごポプリ作り】
▽日時：7月12日（土）午前10時〜　
▽対象：幼児〜小学生（幼児は親子で
参加）　▽定員：20名

新刊図書
「わけあり師匠事の顛末」佐藤雅美、「岳
飛伝　９巻」北方謙三、「女系の総督」
藤田宜永、「三国志　外伝」宮城谷昌光、

「盲目的な恋と友情」辻村深月、「寂聴
まんだら対談」瀬戸内寂聴、「糸を手繰
れば」志川節子、「アップルソング」小
手鞠るい、「ミチルさん、今日も上機嫌」
原田ひ香、ほか

新刊図書（写真左から）

「虚ろな十字架」
東野圭吾（光文社）

「風」
青山七恵（河出書房新社）

「眠る魚」
坂東眞砂子（集英社）
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明
治
期
の
地
誌
で
は
、
岡
ノ
内
に
土
塁
・
堀

が
残
り
、
高
さ
百
尺
許
、
面
積
二
千
五
百
坪
と

見
え
、
物
部
信
太
連
の
子
孫
が
こ
の
地
に
住
し

て
浮
島
氏
と
な
り
、
太
郎
安
広
が
修
築
し
て
居

城
と
し
た
が
、
天
正
年
中
、
佐
竹
氏
に
滅
ぼ
さ

れ
、
廃
城
と
な
っ
た
と
伝
え
て
い
ま
す
。ま
た
、

平
将
門
の
与
党
武
蔵
権
守
興
世
王
が
築
い
た
と

の
伝
承
も
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
戸
崎
に
は
信
太
義
広
の
館
跡
が
あ

っ
た
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。義
広
は
、
源
為
義

の
子
で
保
元
の
乱
で
父
に
従
っ
て
戦
い
敗
れ
、

浮
島
に
潜
居
し
、
信
太
三
郎
先
生
と
号
し
た
。

源
頼
朝
の
佐
竹
氏
追
討
の
招
集
に
応
じ
た
が
、

間
も
な
く
反
旗
を
翻
し
、
鎌
倉
を
攻
め
よ
う
と

下
野
に
軍
勢
を
出
し
た
が
、
小
山
朝
政
の
た
め

に
敗
れ
て
、
木
曾
義
仲
を
頼
り
西
走
し
た
こ
と

が
知
ら
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
西
浜
の
観
音
堂
は
、
保
元
の
乱
に
敗

れ
、信
太
の
浮
島
に
遠
流
に
な
っ
た
藤
原
教
長

が
、
七
年
間
の
配
所
生
活
を
送
っ
た
跡
地
と
伝

え
ら
れ
て
い
る
。

　

現
在
の
尾
島
神
社
が
図
中
の
「
シ
マ
明
神
」、

西
ノ
洲
が「
芝
原
横
七
町
、堅
一
里
」、霞
ケ
浦
が

「
鹿
嶌
水
海
」、下
須
田
・
上
須
田
が「
下
深
田
村
・

上
深
田
村
」と
記
さ
れ
、水
神
・
押
堀
・
利
根
川
・

敷
市
）、
馴
馬
城（
龍
ケ
崎
市
）、
小
田
城（
つ
く

ば
市
）
等
と
共
に
、
北
畠
親
房
の
手
紙
に
も
登

場
し
て
い
る
。こ
の
よ
う
に
古
代
、
中
世
に
お

い
て
二
度
、
歴
史
上
の
事
件
と
関
わ
り
の
あ
っ

た
城
と
し
て
、
古
城
図
収
集
の
対
象
と
な
っ
た

の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

●
歴
史
民
俗
資
料
館
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③
志
田（
佐
倉
）城
図

　

陸
奥
国
志
田
郡
と
分
類
さ
れ
て
い
る
が
、
現

地
に
残
る
遺
構
・
遺
称
地
と
図
中
の
記
載
事
項

と
の
検
討
の
結
果
、
常
陸
国
信
太
郡
に
存
在
す

る
佐
倉
城
跡
と
断
定
で
き
る
。

　
「
フ
ッ
ト
町
」は
古
渡
、「
今
ハ
志
田
村
」は
信

太
古
渡
で
、「
東
永
山
明
王
寺
圓
密
院
」も
現
存

鹿
嶋
・
板
久（
来
）の
位
置
関
係
も
現
在
と
ほ
ぼ

同
じ
で
あ
り
、
霞
ケ
浦
に
浮
か
ぶ
島
の
中
央
部

が
城
郭
部
分
と
さ
れ
て
い
た
。

し
、「
水
海
、
三
浦
淵
」は
干
拓
前
の
榎

ケ
浦
（
稲
波
）
と
余
郷
入
及
び
小
野
川

が
霞
ヶ
浦
に
流
入
す
る
古
渡
入
に
比
定

さ
れ
、「
江
戸
崎
町
、
昔
土
岐
殿
古
城
」

は
、
ま
さ
し
く
江
戸
崎
土
岐
原
氏
の
本

拠
地
を
示
し
て
お
り
、「
百
間
計
廊
下

橋
」
は
小
字
地
名
の
石
橋
、「
三
丸
」
は

松
葉
様
の
小
字
と
土
塁
・
空
堀
、「
二
丸
」

は
横
築
地
、
兵
崎
、
城
西
、
城
ノ
内
、
兵

虫
、
牧
野
谷
津
の
小
字
、
弁
天
池
の
地

形
、「
本
丸
」は
殿
屋
敷
、高
名
屋
敷
、花

立
、北
見
平
の
小
字
と
土
塁
、空
堀
、ま

た
、
信
太
小
太
郎
旗
立
松
の
伝
承
な
ど

の
小
字
地
名
・
地
形
に
名
残
り
が
残
さ

れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
江
戸
時
代
の
大
名
相
馬
家
の

系
図
は
、
平
将
門
の
子
孫
信
太
小
太
郎

か
ら
相
馬
小
次
郎
に
改
称
し
た
と
の
伝

承
を
伝
え
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
佐
倉
城
は
南
北
朝
争
乱
の

中
、
北
畠
親
房
が
常
陸
で
合
戦
を
展
開

し
た
時
に
味
方
し
た
南
朝
方
の
城
と
し

て
、神
宮
寺
城
、阿
波
崎
城
、亀
谷
城（
稲

△佐倉（明治14年の地図） △古城図（佐倉城）

△古城図（浮島城）△浮島（明治14年の地図）

葭
切
の
初
音
を
乗
せ
て
沼
の
風	

小
林
寿
恵
王（
田
宿
）

鯉
幟
雲
呑
み
込
ん
で
空
青
し	

宮
本
公
夫（
月
出
里
）

遠
山
は
ラ
ク
ダ
の
姿
夏
に
入
る	

増
田
み
き
お（
羽
賀
）

薄う
す
ぎ
ぬ衣
の
胸
ふ
く
よ
か
に
母
と
な
る（
曾
孫
誕
生
）	

酒
井
重
雄（
小
羽
賀
）

い
と
ま
な
く
雨
の
鶯
山
の
庵い
お	

篠
田
邑
草（
新
山
）

白
鷺
の
番
の
遊
ぶ
畦
を
刈
る	

山
口
須
美
子（
上
君
山
）

垣
手
入
れ
千
の
鈴
振
る
花
あ
し
び	

矢
口
由
里
子（
西
町
）

里
に
住
み
心
安
さ
よ
紅
か
な
め	

代
静（
犬
塚
）

忠
敬
の
手
甲
脚
絆
夕
薄
暑	

石
井
忠（
橋
向
）

花
桃
の
里
華
や
ぎ
て
静
か
な
り	

宮
本
芳
子（
切
通
）

切
通
し
一
直
線
に
初
燕	

青
木
啓
泰（
本
宿
）

万
緑
に
酔
う
長
旅
も
余
力
あ
り	

福
本
き
み
え（
新
山
）

著
莪
の
咲
く
寺
の
小
陰
に
水
琴
窟	

山
田
と
み
代（
月
出
里
）

ロ
ー
プ
ウ
ェ
ー
翠
の
中
に
吸
は
れ
け
り	

細
川
悦
子（
荒
宿
）

一
八
や
藁
葺
き
小
屋
の
傾
け
る	

幸
田
不
死
男（
荒
宿
）

牡ぼ
う
た
ん丹
や
母
の
譲
り
の
着
物
か
な	

野
口
梅
子（
神
宮
寺
）

母
の
日
や
百
歳
目
指
す
母
の
居
て	

山
崎
幸
子（
浮
島
）

夏
来
る
猫
の
足
あ
と
続
き
お
り	

松
田
和
美（
下
馬
渡
）

白
雲
を
映
し
て
広
き
水
田
か
な	

富
元
禮
子（
古
渡
）

何
の
彼
の
言
い
つ
つ
父
子
し
て
ビ
ー
ル	

小
貫
和
子（
浮
島
）

杜か
き
つ
ば
た若
池
の
畔ほ
と
りを
明
る
う
し	

大
久
保
晴
代（
古
渡
）

こ
の
庭
を
守
り
続
け
て
柿
若
葉	

矢
崎
健
一（
古
渡
）

薫
風
や
圏
央
道
は
千
葉
へ
伸
び	

鴻
野
の
ぶ
尾（
堀
之
内
）

友
の
死
に
病
名
問
え
ば
老
衰
と
さ
り
げ
な
く
言
う
言
葉
が
哀
し	

雨
宮
美
世
志（
高
田
）

四
ヶ
月
あ
け
し
狹
庭
は
春
最
中　

つ
つ
じ
・
ア
ザ
レ
ア
・
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
咲
き	

坂
本
緑（
鳩
崎
）

会
合
も
一
つ
一
つ
が
最
終
と
な
り
て
友
と
の
緑
も
遠
の
く	

根
本
冨
貴
子（
田
宿
）

孫
ら
よ
り
卆
寿
祝
い
に
贈
ら
れ
し
パ
ジ
ャ
マ
着
て
寝
る
寝
付
き
よ
ろ
し
も	
根
本
正
直（
門
前
）

鉢
植
え
の
活
き
活
き
と
せ
る
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
娘
よ
り
届
き
ぬ
母
の
日
今
日
は	
野
沢
と
よ（
羽
賀
）

葉
桜
に
足
と
め
見
上
ぐ
る
人
も
な
く
並
木
に
静
か
な
時
間
の
流
る	

財
部
睦
美（
光
葉
）

絵
画
展
来
客
夛
き
人
の
中
幼
き
頃
の
友
の
顔
し
る	

松
本
静
子（
西
町
）

水
張
り
し
植
田
の
早
苗
靑
靑
と
燕
飛
び
交
う
稲
敷
の
五
月	

山
口
須
美
子（
上
君
山
）

囀
り
と
言
う
目
覚
し
に
昨
夕
の
こ
だ
わ
り
も
消
え
爽
や
か
な
日
に	

矢
崎
健
一（
古
渡
）

花
を
咲
か
せ
ひ
と
り
忙
し
く
楽
し
む
も
祖
に
供
え
れ
ば
安
ら
ぎ
の
あ
り	

篠
田
す
い（
下
太
田
）

一
瞬
も
止
ま
る
こ
と
な
く
過
ぎ
て
ゆ
く
刻と
き

の
流
れ
は
無
情
な
ま
で
に	

椎
木
道
代（
柴
崎
）

孫こ

ら
の
彈
く
ピ
ア
ノ
の
音
の
聞
え
き
て
我
の
厨
の
朝
を
彩
る	

宮
渕
敏
江（
下
太
田
）

朝
立
て
し
支
柱
の
昼
に
は
か
ら
み
つ
く
へ
ち
ま
の
つ
る
の
生
命
の
強
さ
よ	

岡
野
千
惠
子（
伊
佐
津
）

ゆ
っ
た
り
と
風
呂
に
浸
れ
ば
早
苗
田
の
蛙
う
た
う
よ
ね
ん
ね
ん
こ
ろ
り	

川
村
と
み（
堀
川
）

廣
ら
な
る
稲
田
を
よ
ぎ
り
穏
や
か
に
澄
み
て
流
る
ゝ
小
野
川
の
水
は	

吉
田
テ
ル（
伊
佐
津
）

老
い
桜
春
を
忘
れ
ず
咲
き
満
ち
ぬ
青
葉
の
風
に
枝
そ
よ
が
せ
て	

諸
岡
静
江（
伊
佐
部
）

目
の
開
か
ぬ
赤
子
な
が
ら
も
た
く
ま
し
く
大
器
晩
成
大
き
声
に
泣
く	

坂
本
弥
太
郎（
幸
田
）

目
ま
い
す
る
耳
鳴
り
も
す
る
休
め
ど
も
癒
え
ざ
る
ま
ま
に
庭
の
草
取
る	

柴
崎
文
子（
町
田
）

つ
ね
づ
ね
に
夫
の
好
み
し
羊
羹
を
ひ
と
口
食
め
ば
憶
い
出
尽
き
ず	

根
本
邦
子（
押
砂
）

風
吹
け
ば
さ
や
ぎ
の
音
の
も
の
が
な
し
今
際
の
時
に
笹
は
花
咲
く	

諸
岡
ふ
じ
枝（
結
佐
）

逢
ふ
た
び
に
語
彙い

ふ
や
し
ゆ
く
女
童
の
け
ふ
は
黄
蝶
を
髪
に
飾
れ
り	

小
泉
實（
福
田
）

道
の
端
に
枝
垂
れ
桜
の
楚
々
と
咲
く
逢
え
て
よ
か
つ
た
今
年
も
逢
え
た	

吉
田
多
嘉
子（
伊
佐
部
）



モバイル版HP広報へのご意見を！　市民の皆さんのご意見、ご提案を今後の編集に反映していきたいと思います。
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稲四季通信＃13

　平成 26 年 2 月 2 日に「稲四季弁当～冬の巻～」を笑遊館で行いました。今回の稲四季弁当は昨年からつながりがある
水戸の若手料理人グループ「M.lac」と一緒に提案しました。稲敷の冬の食材を利用して「M.lac」のフレンチ・イタリアンのシェ
フが作った松花堂弁当で、稲敷食材の新たな味をお届けしました。
　「M.lac」は、水戸市の若手飲食関係者で作られたユニット。日常の仕事に加えて、アンテナを高く情報を積極的に収集して、
お客様に還元していきたいという共通認識のもと活動を行っています。
　「稲四季弁当～冬の巻～」は専門家が作る稲敷料理を食べて、稲敷食材の新たな味を再発見すると共に外に発信すること
を目指したイベントです。そこで、稲敷の食材が持っている可能性を検証するために、新たなレシピの提案や今後の稲四
季弁当について議論を交わし発表にのぞみました。　
　当日は、1部 19名、2部 15名の 34名のお客様が来ていただき、生産者とシェフ、大学による食前のプレゼンテーショ
ンや食事中に料理の説明をする機会をもうけることで、お弁当を通してお客様に稲敷をより理解してもらえる結果となりま
した。

筑波大学　重草　真理

江戸崎さつまいものスープ
/シルクスイート
～鹿熊豚生ハムのせ～

稲敷ピクルス／
浮島れんこん・人参・ごぼう

鹿熊豚の
パテ・ド・
カンパーニュ

霞ヶ浦干しワカサギと
ジャガイモのブランダード

クスクスと青ネギと
鹿熊豚のサラダ

半熟卵鹿熊豚の赤ワイン煮
と江戸崎ごぼう

ミルキークイーン
の米粉のプチパン

東フルーツトマトと
自家製リコッタチーズ
のファルシー

東ブロッコリーと
霞ヶ浦しらうお
のサラダ　
～バルサミコ酢あえ～

ミルキークイーンの
アランチーニ　
～カレー風味•黒豆～

新利根海老芋の
ジェノヴェーゼ

新利根ブルーベリー煮
～クレープ包み～

鹿熊豚ミンチ
のラザニア

東マッシュルームと
小松菜のソテー
～ペペロンチーノ風～

イタリアン

フレンチ

スープ

パン

デザート

みず菜と新
利根落花生
のシーザー
サラダ

江戸崎さつ
まいものク
ラフティ /
紅あずま

稲四季弁当～冬の巻～
旬の食材×専門家の技


